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表紙紹介

キリマンジャロは，タンザニア北部の標高5895 mの火山で，
言わずと知れたアフリカ最高峰である．

山頂部は，カルデラとReusch Crater，Ash Pitの二重の火口
を有する中央火口丘からなり，“多重環状構造”を示す．山頂
カルデラと中央火口丘の岩石はphonoliteで，200 ka以降に形成
されたと考えられている（Nonnotte et al., 2008）．山頂部の氷
冠は年々縮小しており，気候変動との関わりについての議論も
活発である（例えば，Kaser et al., 2004）．

写真は，今年７月の南アフリカ航空Nairobi－Johannesburg
便から北北西方向を向いて撮影したものである．写真における
山頂カルデラの左端部がキリマンジャロ最高地点Uhuru Peak
である．高度を下げ，山頂付近を飛行するのは，機長のサービ
スであった（飛行の安全については十分配慮されていると思わ
れる）．

引用文献
Kaser et al. (2004) Int. J. Climatol., 24, 329-339.
Nonnotte et al. (2008) JVGR, 173, 99-112.

キリマンジャロ火山
Ki l iman ja ro  vo l cano

写真・文　二ノ宮　淳（住鉱資源開発株式会社）
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ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

下記のとおり本年も開催いたします．関心

をお持ちの方々のご参加を期待します．

主催：東海地震防災研究会

日時：平成24年11月８日（木）13:30－16:00

会場：静岡商工会議所静岡事務所5階ホール

（JR静岡駅北口西側）

テーマ：東日本大震災に学ぶ

座長：静岡大学理学部地球科学科静岡大学防

災総合センター教授　里村幹夫

１．東海地震はなぜ予知出来ないのか

東京大学大学院理学系研究科准教授

井出　哲

２．東海地震の災害医療

静岡県立総合病院副院長　安田　清

連絡先：

〒422-8035静岡市駿河区宮竹１-９-24

土研究事務所（土　隆一）

Tel.：054-238-3240 Fax：054-238-3241

地震防災kエミナー2012の
お知らせ［第29回］

募集人員：教授あるいは准教授１名

専攻講座：理学専攻・地球環境科学講座

専門分野：構造地質学，層序学，古生物学な

ど野外地質学を基礎とした研究分野

担当科目：大学院および理学部における地球

環境科学の基礎と応用に関連した科目なら

びに一般教養科目．

応募資格：

１．学位：博士あるいはPh. D. の学位を有

すること

２．実績・能力：

熊本大学大学院自然科学研究科
理学専攻地球環境科学講座

教員募集

・研究に対して十分な能力と熱意があり，

国際的な教育研究活動を有すること．

・専門分野において優れた研究業績を有す

ること．

・野外地質調査の指導ができること．

・教育および教室運営など学内の業務遂行

に意欲と能力を有すること．

採用予定日：平成25年４月１日

提出書類：

１．履歴書（市販のもので可．写真を添付す

ること）男女を問わず，出産，育児，介護

に専念（あるいは従事）した期間について

考慮されることを希望する場合は、付記し

て下さい

２．これまでの研究概要と業績リスト（競争

的研究資金の獲得状況についても記載して

下さい）

３．主要論文（５編まで）の別刷りまたはコ

ピー

４．教育に対する抱負（A４用紙に1000字程

度）

５．研究に対する抱負（A４用紙に1000字程

度）

６．所見を求めうる方２名の氏名，所属，連

絡先，E-mail 

応募締切：平成24年10月26日（金）必着．

書類送付先・問合せ先：

〒860-8555 熊本市中央区黒髪２-39-１

熊本大学大学院自然科学研究科理学専攻

地球環境科学講座主任　長谷中利昭

電話：096-342-3454（直通）

E-mail：hasenaka ＠ sci.kumamoto-u.ac.jp

http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/ earthsci/

１．公募人員：講師１名

２．所　　属：高知大学教育研究部総合科学

系複合領域科学部門

３．専門分野：海域あるいは陸域の地球科学

分野．特に，フィールド調査・解析を基本

的な手法として海域や陸域の変動プロセス

を解析する分野．

４．担当授業など：全学共通地球科学関係の

教育科目，理学部理学科地球科学コースの

講義・実験・実習（地質調査や野外巡検等，

野外での実習を含む）および大学院（修

士・博士課程）における講義・研究指導の

ほか，地球科学コースの管理・運営も担当

していただきます．

５．応募資格：

（1）博士の学位を有する方,またはこれと同

等以上の研究業績を有する方．

（2）専門分野において先導的な研究を行い，

研究・教育ともに熱意を持つ方．

（「掘削コア科学による地球環境システ

高知大学教育研究部
総合科学系複合領域科学部門

教員公募（講師）

ム変動研究拠点」に協力できることが望

ましい．詳細は，http://www.kochi-u.

ac.jp/marine-core/geeds/index.htmlを

参照．）

（3）日本語による教育および管理・運営業務

に支障のない方．

（4）各種分析機器（EPMA, FE-SEM, ICP-

MS, など）を利用した教育・研究がで

きることが望ましい．

６．応募締切：平成24年10月25日（木）17時

00分 必着

７．採用時期：平成25年４月１日（予定）

８．選考方法：一次選考：書類審査，二次選

考：模擬授業および面接（12月１日（土）

に開催．詳細は別途候補者に連絡．経費は

自己負担）

９．提出書類：

（1）履歴書（高知大学のホームページから取

得できます．）

（2）業績目録（原著論文（査読の有無を区別

すること），著書，総説，特許，国際会

議や招待講演など主要な学会発表等）

（3）主要論文別刷５編以内（各２部，コピー

可）

（4）その他特筆すべきこと（受賞歴，外部資

金獲得実績等）

（5）これまでの研究概要と今後の研究計画・

抱負（2,000字程度，A４版・様式任意）

（6）教育に対する抱負と指導方針（1,000字

程度，A４版・様式任意）

（7）所見を伺える方２名の氏名と連絡先（二

次選考時には，そのうち１名の方からの

意見書）

10．応募書類送付先・問い合わせ先：

〒780-8520 高知市曙町２丁目５－１

高知大学教育研究部総合科学系複合領域科

学部門

講師選考委員会委員長　　　　

柳澤和道　宛

電話&FAX：088-844-8352

E-mail：yanagi@kochi-u.ac.jp

この公募要領は以下のホームページにも掲

載されます．

（http://www.kochi-u.ac.jp/outline/

other/saiyou/

１ 職種及び採用予定人員：学芸員，１名

（地質，岩石・鉱物分野）

２ 主な勤務地：群馬県立自然史博物館（群

馬県富岡市上黒岩1674-1）

３ 職務内容

（1）群馬県の地質，岩石・鉱物の調査研究

及び野外調査に関すること．

（2）博物館資料（地質，岩石・鉱物）の収

集・分類・保管・管理に関すること．

（3）展示の企画・実施に関すること．

（4）教育普及事業に関すること．

平成24年度群馬県立自然史博
物館学芸員募集
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キャッチフレーズは「身体から宇宙まで歌を

通して見はるかす．小さな詩型に科学のテー

マが盛り込まれている不思議．新聞記者だっ

た歌人が魅力的な歌の数々を紹介する」であ

り，「はじめに」では「科学を題材にした現

代短歌を読むのは，ニュースの意味を改めて

考えることであり，同時代に生きる感覚を共

有することではないだろうか…それは多分，

科学者自身も気づかない科学の本質であり側

面である」と述べている．歌人の年代幅は明

治生まれの与謝野鉄幹や斎藤茂吉から1960年

代生まれの著者や俵　万智を経て70年代生ま

れの永田　紅や80年代生まれの小島なおに及

ぶ．そしてこの本の選歌や解説の背景には，

著者が女性職業人として，母として，さらに

離婚を経験して味わった濃密な人生の喜びと

悲しみがある．本書の中から，強く印象に

残った歌をいくつか掲げる．解説は本書をご

覧いただきたい．

【医学分野】

まだ魚の時間にゆれてゐた吾子と海抱くわ

れに雪やはらかく　紺野万理「過飽

和・あを」

あっさりと離婚を決めた友は言う「卵子は

毎日古くなるのよ」 畑　彩子「卵

egg」

ああなにか魚のようだ冷凍し精子を残すア

メリカの兵　吉川宏志「海雨」

妻とわが二重らせんのからみあふ微小世界

の吾子を抱けり　岩井謙一「光弾」

人は部品
パ ー ツ

より成るか成らぬかわが子には

きっと欲しがるだらう臓器を　水谷文

子「齶田」

やまいだれの中をしみじみ見つめれば癌
がん

と

いう字は象形文字なり　久山倫代「弱

弯の月」

あんたは誰　口拭かれつつ吾に問う祖母の

笑顔の百歳ぞよし　佐々木千代「菜の

花いろ」

ふるさとの野山に遊ぶたましひをアルツハ

イマーと人は呼ぶなり　森島峰子「生

命の水」

小児科医アスペルガーの業績が病名となり

人悲します　松村由利子「鳥女」

動物の中で笑いを知っている人間が哀しい

顔ばかりする　浅井和代「春の隣」

【地学分野】

二時間後また満月にもどることを疑わず

に見る部分月蝕　森尻理恵「グリーン

フラッシュ」

月面に青痣
あざ

のごとき翳
かげ

りあり受胎告知の

夢よりさめて　松平盟子「青夜」

飛行士の足形つけてかがやける月へはろ

ば ろ 尾 花 を さ さ ぐ 　 香 川 ヒ サ

「TEXNH＜テクネー＞」

黒人の宇宙飛行士混らざる米国アポロ計

画を思ふ　宮　柊二「獨石馬」

彗星は精子のようにぬばたまの闇の大宇宙
お お ぞ ら

流れてゆけり　新井貞子「生命祭」

紹　介

この本は，毎日新聞科学部の女性記者だっ

た著者が，医学や地学，原子力など科学全般

の題材を詠み込んだ短歌223首を分野別にま

とめて解説したものであり，地球史や化石な

どに関する歌も取り上げられている．帯の

31文字のなかの科学

松村由利子　著

2009年７月２日発行，NTT出版，B６判

208ページ，¥1,800＋税，ISBN978-4-7571-

5069-0 C0095

髪のにほひ夜のすきまをわけくればカン

ブリア紀の海とおもひぬ　坂井修一

「ジャックの種」

私が羊歯
し だ

だったころ降っていた雨だった

かも知れぬ今日降る雨は　柳澤桂子

「いのちの声」

あまがえる進化史上でお前らと別れた朝

の雨が降ってる　笹井宏之「ひとさら

い」

ふるき世のパンゲア大陸よりわれに輪廻

の果ての陽がそそぐなり　辻井朱美

「吟遊詩人」

銀杏の実はころころと転がりて遥かジュ

ラ紀の歌くちずさむ　樋口智子「つき

さっぷ」

恐竜はつぶやいていた「星の降るような

夜だな」滅亡前夜　松木　秀「５メー

トルほどの果てしなさ」

恐竜の滅亡を子よとくと見よ楽しい日に

は終わりがあるの　松村由利子「薄荷

色の朝に」

われらみな宇宙の闇に飛び散りし星のか

けらの夢のつづきか　沢田英史「異客」

垂直に四十億年　水平に八千万種　交点

に佇
た

つ　紺野万理「過飽和・あを」

人間をしばらく棲まわせたばっかりにこ

の水の星崩
く

えはじめたり　志垣澄幸

「梁」76号（2008年）

「地球とは」こう主語にして語るときあな

たはすでに傲慢である　松木　秀「５

メートルほどの果てしなさ」

【原子力分野】

科学は最初男のものであったが，19世紀後

半から女性も重要な貢献をするようになり，

特に原子力に関しては次の２人の女性研究者

に負うところが大きい．

素手でつかむ鉱石　四十六歳のマリー・

キュリーの明眸
めいぼう

と老い　今野寿美「龍

笛」

核分裂
フィッション

とふことばはついに放たれきリー

ゼ・マイトナーとふおみなによりて

小関祐子「北方果樹」（「とふ」は「と

いう」，「おみな」は「女」）

しかし，

原発から二十キロ弱のわが家かな帰りき

て灯を消して眠りにつけり　大口玲子

「ひたかみ」

記憶せよ　八十三日目の被爆死，ずたず

た に な っ た 染 色 体 を 　 飯 沼 鮎 子

「シューベルトの眼鏡」（1999年の東海

村臨界事故）

核弾頭五万個秘めて藍色の天空に浮くわ

れらが地球　加藤克己「ルドンのまな

こ」

君の言う核戦争のそのあとを流れる水に

ならんか我と　俵　万智「サラダ記念

日」

私が育った東京郊外の町には，「多摩川に

４ 採用時期と身分：採用時期：平成25年４

月１日，身分：群馬県職員

５ 応募手続：履歴書，小論文，研究実績，

証明書類の提出

６ 応募期限：平成24年10月３日（水）17:00

必着

７ 選考方法：第１次～第３次までの選考を

経て採用者が決定する．

※第１次選考は応募書類による選考

８ その他：詳細事項は，「群馬県」のサイト

で職員募集情報を確認する．

http://www.pref.gunma.jp/07/c4200092.html

◆提出及び問い合わせ先

〒371-8570

群馬県前橋市大手町一丁目１番１号

群馬県 生活文化部 文化振興課

電話　027-223-1111（内線2596）



本書は，著者の50年近くの実務経験にもと

づいて，「土木工学＋地盤工学に必要な地

さらす手作さらさらに何ぞこの児のここだ愛
かな

しき」という万葉集第14巻の有名な東歌の歌

碑（松平定信筆）があり，小学校時代はその

辺でよく遊んだものである．それ以来，和歌

や短歌には長年接してきたのに，まだ山吹の

実の有無が判然としない状態なのは残念であ

る．しかし，敷島の道をはるか先に進んでい

る地質学者もおり，本学会名誉会員の諏訪兼

位先生は朝日歌壇に作品がよく載る．例えば，

2010年８月30日に載った歌は，「浮子
う き

すべて

底に沈みて眠りたり夏眠は深しガリレオ温度

計」であり，今年７月16日の歌は「草も木も

みんな泣きよるあの笑顔春風のごと原田さん

逝く」（水俣病の被害者を支援した医師，原

田正純氏を悼む）である．短歌は31音節の短

い詩形であるが，上のような深い内容をもつ

具体的で力強いメッセージを心に直接届ける

ことができる．短歌も科学も人間の心が紡ぎ

出したもので，それを他者の心に伝えるコ

ミュニケーションとしての人間の営みである

という点で変わりはない．科学者としての感

性を研ぐために，科学を詠み込んだ短歌の世

界を覗いてみるのも悪くないと思う．会員諸

兄諸姉に是非本書のご一読をお勧めする．

（石渡　明）

追記（2012年９月２日）

上の拙文をお読みいただいた諏訪兼位先生

から，先生が執筆された短歌に関する本と論

説をお送りいただいたので，それらについて

追記する．「科学を短歌によむ」（岩波科学ラ

イブラリー136，2007年）は「和歌」と「短

歌」の違いや短歌づくりのアドバイスから説

き起こし，「素人
アマチュア

短歌の時代に生きて」，「時

代を切り取った歌」，「研究・技術開発の現場

で詠む」，「研究者を詠む」，「生と死をみつめ

て」，「戦争と平和を詠む」の６章に分けて計

127首の短歌（清水大吉郎氏や高橋正樹氏な

ど最近の地質学者の歌も含む）を選評ととも

に紹介している．そのうち40首は朝日歌壇に

採歌された先生ご自身の作品で，現在までの

採歌数は270以上に達するという．この本に

ついては地質学会Newsの11巻１号９ページ

（2008年１月）に沢田順弘氏の紹介文がある

ので参照されたい．同題の講演要旨が学士会

会報885号62-72ページ（2010年11月）に掲載

されており，またこの本では触れていない科

学者歌人の評伝が「渡邊萬次郎：短歌と人生」

（1891-1980，金属鉱床学者，地球科学，65巻

３号125-132ページ（2011年５月）及び「柴

田雄次―短歌と人生―」（1882-1980，無機化

学・地球化学者，学士会会報890号65-71ペー

ジ（2011年９月）として最近公表された．い

ずれも，凝縮された短歌の調べをアクセント

にして，科学者の生きざまをよく描き出して

いる．

いったい何を材料に，どうやって解析したの

だろうか．本書をひもといた読者は知らず知

らずのうちに古代DNA研究に引き込まれる．

第３章から第5章はDNA研究の歴史であ

る．DNA研究が始まって，まだ30年余であ

るが，研究は急速に進んでいるから，立派な

歴史が書ける．研究材料は研究の簡単な剥製

やミイラから複雑な人骨へと進んできた．時

間的推定もついこの間死んだ生物から，数千

年前，数万年前，数十万年前，数百万年前の

生物へと，解像度があがってくる．初期の研

究過程の困難さはよき思い出となってきた．

少量の材料を，機械に入れれば，かなりよい

データを出してくれるようになった．でも，

ここにくるまでには，たくさんの失敗もあっ

た．第３章のミイラ研究は失敗例であるし，

第５章でも，ついに恐竜のDNAが解析され

たと思ったとたんに誤データであった話がで

てくる．現在でも，データの評価は慎重でな

ければならないところがある．

第６章と第７章はちょっと難しい．研究の

最前線が出てくるのだ．古代DNAに加え，

現在生きている生物のDNAも使って何を研

究しているのか，それが問題となる．第8章

では，これからの古代DNA研究の将来的方

向性が語られている．

地質学研究者のみなさん，古代DNA研究

の内部を覗いてみてほしい．化石を扱わない

地質学者にとってのヒントもあちこちに転

がっているのだから．

（矢島道子）
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化石の分子生物学
生命進化の謎を解く

更科　功　著

2012年７月18日発行，講談社現代新書，

240p，760円（税別），ISBN 978-40628

8166-1

毎年，夏休みには，どこかで恐竜展が開催

されている．恐竜の好きな人が多いから，恐

竜展は入場者がとても多い．映画『ジュラ

シック・パーク』の好きな人も多い．『ジュ

ラシック・パーク』は琥珀の中の蚊が吸った

恐竜の血液中のDNAから恐竜の復元をする

という話から始まるが，現在，ほんとうに研

究されているのだろうかという疑問を持った

方は本書を読むに限る．化石にふくまれてい

るDNAは古代DNAというらしいが，その研

究前線がわかりやすく説明されている．「な

ぜ鳥には手がないのだろうか」という疑問を

もった著者が，この疑問を解くべく，古代

DNA研究にいどんだ歩みが述べられ，最後

は「AKBが大好きでたまらないのだがどう

したらいいでしょう」という質問に答えると

ころまでが書かれている．

全体は，

第１章　ネアンデルタール人は現生人類と交

配したか

第２章　ルイ十七世は生きていた？

第３章　剥製やミイラのＤＮＡを探る

第４章　縄文人の起源

第５章　ジュラシック・パークの夢

第６章　分子の進化

第７章　カンブリア紀の爆発

第８章　化石タンパク質への挑戦

という構成になっている．

ネアンデルタール人はどうやら現生人類と

交配したらしい．マリー・アントワネットの

子供，ルイ十七世は，幽閉されて死んだのが

替え玉なのか，本物なのか分からなかったが，

やはり幽閉されて死んだのは本物だったらし

い．これが第１章と第２章の答えであるが，

地形工学入門
―地形の見方・考え方―

今村遼平　著

2012年８月10日初版発行，鹿島出版会，

A５版，258頁，定価3,990円（税込み），

ISBN978-4-306-02444-1 C3052



形・地質の見方・考え方」をまとめたもので

ある．著者が多くの実践の現場を踏まえてイ

メージして組み立てた体系が示されている．

著者と地形との関わりは，地質屋である著者

が火山をテーマに卒業論文を作成していた時

に「空中写真」に初めて出会い，空中写真判

読による地形分析でここまでわかるのかと感

動したことがきっかけのようである．大学院

進学が決まっていたにも関わらずそれを棒に

振り，空中写真判読技術を活かしたコンサル

ティング・エンジニアになりたいということ

で民間企業に進んだという．学生時代の感動

を社会人の50年間にわたって継続したことも

驚きであるが，実践した技術を体系的に整理

されたことは，若い方へ技術を継承するとい

う意味からも評価されるべきものと考える．

著者の地形の視点は，「地質学と連動して

いない地形学は，おそらく現実の土木工学・

地盤工学には役に立たない」というもので，

地形工学の定義を本書の中で「土木・建設・

保全工学のために地形をどう読むかの理論と

その実践方法」としている．地形を読むのは，

医者が患者の体格・体形・皮膚の状態・顔色

などをみて，その人の健康状態や性格・精神

状態・過去の病歴などを読みとる望診（視診）

に似ていると譬えている．有能な医者はそこ

から多くの情報を得，それらをもとにさらに

必要な検査やそれにもとづく診断をこころみ

て，目前の患者の問題点をさぐるという．技

術者が地形をみただけで，以降に要する調査

内容や方法について示唆を得ることができる

ようになるためには，地形についての基礎的

な素養やモノの見方，それにある程度の経験

が欠かせないとしている．本書はその理論や

コツを学ぶテキストと位置付けている．

地形を読む技術は，事業の計画・調査・設

計・施工・保守点検の各段階で必要とされて

いる．特に事業の初期段階での適地選定や

ルート選定において，地形をよく見ることに

より，工事の安全な施工や工期短縮・コスト

低減に結びつけることができる．全国地質調

査業協会連合会が今年から開始した「応用地

形判読士」の資格検定試験制度は，そのあら

われであろう．この創設の目的のひとつに

「優れた地形判読技術を有し，地形リスクを

判断できる応用能力を修得した技術者を認定

する」とある．本書の内容は，まさに著者が

地形判読技術を活用して，地形リスクにどの

ように取り組んだかを取りまとめた内容その

ものである．

１章から３章までは地形工学の基本的な考

え方からはじまり，地形をみる視点，地形の

持つ工学的問題が整理されている．４章から

７章は低地地形，台地（段丘）地形，丘陵

地・山地地形，火山地形の４つに区分けして，

工学面から見た地形の見方をまとめている．

その中で最もページが割かれているのが6章

の「丘陵地・山地地形」であり，著者の多く
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の経験から整理されたノウハウが盛り込まれ

ているのが特徴と言える．多くの図には５万

分の１と2.5万分の１の地形図が挿入されて

いるが，縮小されているのでやや読図しにく

くなっているのは残念である．８章は災害と

地形と題し，災害現象の発生とそれによる地

形変化との関係が整理されている．自然災害

である水害・土砂災害・地震災害などの発生

場所やタイプは，地形に残されたこれらの痕

跡を正しく読み取ることによって，災害のタ

イプや被害場所・被害の大きさ・危険度など

をある程度把握でき，将来の動向も予測でき

る「地形の読みかえ」の大切さが書かれてい

る．また，各章のはじめには，ものごとを考

える際に心すべきことを含んだ中国の古典の

一節を引用している．短い文であるが味のあ

る文言である．著者の中国古典に係る造詣の

深さがよみとれる．

地形を読む技術は空中写真判読，地形図の

読図，現地踏査での観察により，多くのノウ

ハウが蓄積されている．本書はその技術を習

得するには適切なテキストといえる．日本地

質学会の民間企業に所属している会員の多く

は，地質調査業やコンサルタント業に所属し，

多くの会員が地形工学に係る業務に従事して

いる．本書は応用地形判読士を目指す技術者

のテキストに最適であり，技術領域を広げて

いくためにも本書のご一読をお薦めする．

（足立勝治）

学会オリジナルフィールドノート
好評発売中です！！

皆様からご好評いただいております，学会オリジナルフィールド

ノートが新しくなりました．

表紙がビニールコーティングになり，今までよりもさらに水や摩

擦・衝撃にも強くなりました．野外調査に最適です．本体の紙は従来

と同じく雨に濡れても丈夫なレインガード紙を使用しています．ぜひ

ご活用ください．

サイズ：12×19cm（従来と同じです）． カバー：ハードカバー，ビニールコーティング，金箔押し．

色：ラセットブラウン（小豆色） 会員頒価：500円

ご希望の方は学会事務局まで＜main@geosociety.jp＞
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Agency）からの寄与が加わったこと，⑤し

かし，依然として財政的に苦しい状況である

こと，⑥プロジェクト・リーダーは予算が

シードマネーであることを理解し，草の根の

活動を続ける必要があること，⑦財政が厳し

い中でいかに事業を効率的に運営するかは，

チームリーダーの手腕にかかること，などが

強調された．なお，IGCPの運営委員会メン

バーとして，日本から「地球の変化と生命の

進化」テーマグループに堀　利栄氏（愛媛大）

が参加している．

２月22日に開催された40周年記念式典は，

ユネスコ事務局長，IUGS会長，IGCP議長な

どの挨拶に続き，“The Geoscience Challenges

for the Planet”及び“IGCP and other Earth

Science global programmes”と題する二つ

のパネルディスカッションが企画され，

IGCPはユネスコの中で最も成功したプロ

ジェクトであるが，その成果を受けて今後さ

らに何にチャレンジし，その解決のために何

をなすべきか活発な意見交換がなされた．ま

た，“Relevance of IGCP”と題してIGCPの

歴史及び５つのテーマの代表者による成果と

今後の見通しに関する講演があり，国際協働

のもと最先端の地球科学研究を推進しながら

その成果の普及に務め，持続可能な社会を実

現するとともに，発展途上国の生活や学術面

の向上に寄与することが重要であるという共

通認識が得られた．とくに地球システムへの

理解と自然災害軽減への取組，女性地球科学

者の支援，ジオパーク活動の推進などの活動

が今後鍵となる．

次回IGCP科学理事会は，2013年２月中旬

に開催される予定である．

2．IGCP国内委員会（地球惑星科学委員会
IUGS分科会IGCP小委員会）
平成23年度は，平成23年９月26日に第21期

第４回を，平成24年２月25日に第22期第１回

の定例の委員会を日本学術会議で開催した．

本報告は第21期まで委員長を務めた波田が行

うこととなった．波田はIGCP日本国内委員

会委員長を退任したが，1985年からIGCPに

関わり，３つのプロジェクトのコ・リーダー

やリーダーなどを務め，1993年からは国内委

の代表幹事，2006年からは土　隆一氏を継い

で委員長を務め，2003年から本年まで本部理

事会にも参加してきた．その間の各方面から

のご支援に，この場をお借りして心からお礼

を申し上げます．第22期からの委員長に選任

された平野弘道氏（早稲田大）のもと，日本

のIGCP活動がジオパーク活動などとも連携

しながら，国際的役割を果たしていくことを

願っています．

3．日本IGCP国内委員会の構成
委員長　波田重煕（ユネスコ国内委）（平

成23年９月まで）

平野弘道（平成23年10月から）

幹　事　斎藤文紀（産総研）

委　員　平成23年９月まで

1．IGCP本部
第40回IGCP科学理事会は，平成24年２月

21日～24日（４日間）にパリのユネスコ本部

で開催された．IGCP科学理事会は，ユネス

コ生態・地球科学部門が中心となって，ユネ

スコ（UNESCO）と国際地質科学連合

（IUGS）が「社会に貢献する地球科学」を目

指して推進している地質科学国際研究計画

（IGCP）について，進行中のプロジェクトか

ら提出された報告書に基づき活動の評価を行

い次年度のプロジェクト予算を決定するとと

もに，新規申請プロジェクトの採否を決定す

ることを中心に，毎年一回２月に３日間ユネ

スコ本部で開催されてきた．IGCP国内委員

会の委員長が出席を求められるのは，最終日の

オープンセッションのみであり，理事会の審議

結果について報告を受けるとともに，委員長は

国内委員会の活動報告などを行ってきた．

今年はIGCPが創設40周年を迎えたことか

ら，その記念行事が会期中の２月22日に開催

されることとなり，IGCP科学理事会はその

後に，またオープンセッションはその前日に

開催されることに変更された．急な日程変更

のため，オープンセッションには参加できな

かったので，以下の報告はユネスコ日本政府

代表部の出席者の報告をもとに作成したもの

である．

（1）歓迎の挨拶として，イシュラワンユネス

コ生態地球科学部長からは国連とユネスコ

の連携にふれた挨拶，リッカルディIUGS

（国際地質科学連合）会長からはユネスコ

とIUGSの国際共同プロジェクトである

IGCPの40年間の成果・成功と人類への貢

献に言及した挨拶，IGCP議長を務めてき

たミソッテン氏の退任挨拶があった．

（2）IGCPの事業報告と質疑

（3）IGCP国内委員会報告（日本からは，国内

委員会委員長が交代するので，これまでの

支援への感謝と40周年を機にIGCPがさらな

る発展を遂げることへの期待を含む国内委

の報告をすることにしていたができなかっ

たので，後日書面を事務局に送付した．）

（4）オーストラリアのブリスベーンで開催さ

れる第34回万国地質会議について

以上の審議の中で，①IGCPは1972年の創

設以来，約150カ国が参加して，これまで335

のプロジェクトを実施し，成功裏に40周年を

向かえることができたこと，②IGCPは国連

機関と協力関係を持つ唯一のプロジェクトで

あり，今後も事業の質を確保することが重要

であること，③現在，「資源」，「地球の変化

と生命の進化」，「地質災害」，「水」，「地球深

部」の５つの主テーマの基に新規プロジェク

トを募集し活動していること，④これまで事

業経費はユネスコとIUGSが拠出してきたが，

近 年 中 国 や ス ウ ェ ー デ ン （ S w e d i s h

International Development and Cooperation

平野弘道（434） 後藤正敏（491）

坂井　卓（507） 久田健一郎（516）

金尾政紀（559及び極地研）

吾妻　崇（567） 多田隆治（581）

平成23年10月から

金尾政紀（559及び極地研）

吾妻　崇（567） 多田隆治（581）

川村喜一郎（585） 澤井祐紀（588）

4．現在日本がLeadershipをとっているプ
ロジェクト
No.581：Evolution of Asian River System:

Linking to Cenozoic Tectonics, Climate

and Global Geochemical Cycles (2009-

2014)

Co-Leader：多田隆治

5．現在日本で活動しているプロジェクト
No.559：Crustal Architecture and Images-

Structural controls on landscapes,

resources and hazards (2008-2012)

National Working Group Leader：金尾

政紀

No.567： Earthquake Archaeology:

Archaeoseismology along the Alpine-

Himalayan seismic zone (2006-2010)

National Working Group Leader：吾妻

崇

No.581：上掲

No.585：Earth’s continental MARgins:

aSsessing the geoHAzard from

submarine

Landslides (E-MARSHAL) (2010-2014)

National Working Group Leader：川村

喜一郎

No.588：Preparing for coastal change. A

detailed process-response framework

for coastal change at dif ferent

timescales (2010-2014)

National Working Group Leader：澤井

祐紀

6．2011年（平成23年）度の日本の活動
（昨年から邦文の活動報告書を作成しない

こととなったので，以下にユネスコに提出

した英文報告書の一部を掲載する．詳しく

は，IGCP国内委員会のホームページをご参

照ください．）

IGCP-507：Paleoclimates of the Cretaceous

in Asia (2006-2010)

International meetings including

IGCP507 international symposium in

Beijing and domestic meeting of

academic societies acted as major

opportunity of presentations for their

topic. We do not have a domestic

meeting of IGCP507 in Japan. Members

are also active to publish their results

on international journals. In addition,

three joint researches that supported

by“JSPS Grant-in-Aid for Scientific

IGCPニュース2012
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part of planet Earth that has the most

significance for the world’s communities,

namely the Earth’s crust and upper

mantle. The project makes available to

communities-at-large a wealth of

information and seismic imaging that is

commonly only available to research

workers but yet has a profound effect

on how we think of the landscapes,

natural environments and their

controlling geological processes and

tectonic influences. This information

allows an understanding of crustal

architecture and tectonic processes

that is fundamental to any appreciation

and understanding of landscapes,

surface geology and natural hazards at

a local, regional and global scale.

IGCP-559 and Geoscience Australia

organized the 14th International

Symposium on Deep Seismic Probing of

the Continents and Their Margins

(SEISMIX-14), on 29th August - 3rd

September in 2010, Cairns, Australia.

IGCP-559 sponsored a special session on

“Classis Transects”at the SEISMIX

symposium.  The Proceeding Volume

the conference has been prepared as

the special issue on“Tectonophysics”,

and will be published within 2012.

Several major topics on crustal

architecture and images, structural

controls on landscapes, resources and

hazards are included in this volume.

The sessions organized by IGCP-559

are also conducted at IUGG general

assembly meeting on July 2011,

Melbourne, Australia.

Several striking results involving the

structure and evolution of the continents

composing the ancient Gondwanaland

including Antarctica were published in

many international journals with

significant multi-national collaborators.

Target oriented DSS in several specified

area, as well the widely distributed

broadband seismic arrays across the

continents have revealed the excellent

architecture of the crystalline crust and

clear images of the underlying upper

mantle. The most remarkable points are

an accumulation of the legacy from a

sufficient number of stations distributing

composing the regional network,

together with archived precious data-set

retrieved from the International Polar

Year program.

As activities planned in 2012 are as

follows ;

The IGCP-559 project will continue

to develop the web site started by

Research (Abroad survey)” were

proceeded successfully. Prof. H. Ando

proposed new IGCP project that will

follow after IGCP507 and submitted the

application to UNESCO in October.

Some members also contributed as

science advisory boards of newly

selected Japanese Geoparks (Hakusan-

Tedorigawa Geopark and North Ibaraki

Geopark) that help outreach of our

project. Large special exhibitions of

Cretaceous dinosaurs were successfully

done by National Science Museum and

Fukui Prefectural Dinosaur Museum to

which some of our members belong.

Japanese members participated four

domestic meetings during 2011. Annual

meeting of the Palaeontological Society

of Japan was held July 1-3 at Kanazawa,

hosted by Kanazawa University staffs

including T. Hasegawa of primary

member of IGCP507. He presented his

contributions of international correlation

of Cretaceous system between Japan

and US or Europe as a special lecture.

Other members including Japan-

Mongolia international joint research

group described below presented their

results about Cretaceous paleontology

at this meeting. Stratigraphy of the

Yezo Group using carbon isotope

stratigraphy was also presented by two

groups.

The Geological Society of Japan is

one of the most important societies for

the Japanese IGCP 507 members. It

was held September 9-11 at Mito,

hosted by faculties of Ibaraki

University including H. Ando, a

primary member of IGCP507. H. Ando

organized a geological excursion that

visited Cretaceous strata along Pacific

coast of Ibaraki region as a post-

meeting excursion. It was a region

suffered by the Tsunami at March 11

after the shock of M9 earthquake.

Japan Geoscience Union, Annual

Meeting 2011 held at Chiba was also an

important opportunity for Japanese

members for presenting their results.

Some members also presented their

researches at the annual meeting of

Sedimentological Society of Japan.

Japan-China joint research and Japan

and Mongolia joint research also took a

step forward.

IGCP-559：Crustal Architecture and

Images - Structural controls on

landscapes, resources and hazards

(2008-2012)

The IGCP-559 project focuses on that

IGCP-474 that gives ready access to

information on crustal architecture

principally determined by seismic

methods. The project will also sponsor

and support symposia focused on deep

seismic profiling and imaging techniques

aimed at further enhancing our

knowledge of crustal architecture

around the world.

The“15th international symposium

on‘Deep Seismic Profiling of the

Continents and their Margins; SEISMIX-

15”conference will be held at China in

2012, with joint organizations of IGCP-

559, the National Nature Science

Foundation of China, Chinese Academy

of Sciences, and other organizations.

The website www.earthscrust.org.cn is

established with supports from IGCP-

559.  The SEISMIX-15 will be held from

16th to 25th September 2012, in Beijing,

followed by the post-symposium

excursion to Sichuan with disastrous

Wenchuan Earthquake and Three

Georges will be planned.  The IGCP-559

is also looking at providing some

advance support to some sessions

within the 34th IGC conference in 2012,

Brisbane, Australia.  IGCP-559 will be a

sponsor for a session on Crustal

Architecture and Images: structural

controls on landscapes, resources and

hazards.  Coordinators of the session to

be selected from IGCP-559 working

group members.  A symposium joint

with the other science bodies (African

Geophysical Meeting, IASPEI and

AOGS) are planned in future.

The IGCP-559 working group is

aiming to make advance for several

topics regarding future plan including

outreach activities.  A significance of

cooperation with UNESCO, as well as

the other geo-science bodies could be

taken into consideration for future tasks

of the working group.  Participation

from countries on Africa and South

America is mostly expected to achieve

global viewpoint in continental studies.

It is also considered about the

utilization of web-based mapping

software and database portals (Google

Earth, GIS, metadata portals, SEG-Y

data format, geological map, linkages

with BSA).  As for the Classic Transect

program, majority of the data from

Australia and Russia have been

compiled but the contribution from the

other nations is relatively small, then it

is recommended to gather the data

from involved countries.



and ancient societies”will be held in the

34th International Geological Congress

(IGC) in Brisbane, Australia, from 2nd to

10th, August 2012. Convenors of this

session are Patrick Nunn (Australia),

Bruce McFadgen (New Zealand), Iain

Stewart (U.K.) and Manuel Sintubin

(Belgium). This session addresses

multidisciplinary approaches to

understanding natural hazards and

human culture change during recent

millennia. Key hazards are tectonic in

origin (earthquakes, tsunamis, and

volcanic eruptions) but other extreme

natural phenomena are relevant.

Understanding how natural hazards

affected former societies can extend our

knowledge about the resilience and

adaptability of modern human

communities to future hazard threats.

IGCP-585：Earth’s continental MARgins:

aSsessing the geoHAzard from

submarine Landslides (E-MARSHAL)

(2010-2014)

The aims of the project are: 1)

Strengthen cooperation with deep

subsurface sampling and monitoring

programmes and eventually lobby

within these programmes to create

awareness into the topic of submarine

slope failures that might lead to drilling

and/or monitoring proposals being

funded. 2) Provide a lobbying platform

for E-MARSHAL members to national

and international funding agencies to

fund scientific projects in this research

topic. 3) Promoting the publication of

scientific articles and books on this

submarine geohazard that contribute to

the following societally relevant

problems. 4) Identification of the causes

of submarine landslides and their

consequences. 5) Provide advice on

mitigating their impacts. 6) Provide

data (frequency, magnitude) that allow

probabilistic approaches to the

geohazard from submarine landslides

and therefore a better management of

the seafloor and coastal areas. 7)

Promote events that enhance the

exchange of results and scientific ideas

on the problems above. 8) Provide

knowledge transfer to developing

countries

Improve the links between academia,

industry and public administrations in

order to create partnerships to address

the topic of geohazards from submarine

landslides and to develop methods for

transferring knowledge to end-users.

Two scientific sessions were

IGCP-567： Earthquake Seismology:

Archaeoseismology along the Alpine-

Himalayan seismic zone (2008-2012)

We will progress the knowledge on

the palaeoearthquakes by using the

seismic damage in the archaeological

relics same as the evidence in the

geological method.  Through this

project, four workshops will be held at

the archaeological sites in the Dead Sea

Region, Greece, Iran and India. Japanese

working group will compile the huge

numbers of archaeoseismological data in

Japan and will introduce them and

results of study to the other countries.

We joined to the XVIII INQUA

Congress in Bern, Switzerland and

opened a session on“Paleoseismology,

megacities, and critical infrastructures”.

International Symposium on the 2001

Bhuj Earthquake and Advances in

Earthquake Science was held at the

Institute of Seismological Research in

Gandhinagar (Gujarat, India) from 22nd

to 27th January 2011. The scope of this

international symposium is to provide a

platform to scientists from different

countries to exchange their ideas and

experiences in seismology in all its

dimensions. The main themes of

discussion will be studies on the Bhuj

earthquake, intraplate seismicity, seismic

microzonation. Other sessions will

concern structures, tectonics,

earthquake ground motion, damaging

earthquakes, tsunami, seismic designing

of nuclear power plants and structural

knowledge derived from oil exploration.

No Japanese participants were there,

unfortunately.

There was a business meeting during

the XVIII INQUA Congress in July-

August, 2011 in Bern, Switzerland.

2nd INQUA-IGCP567 International

Workshop on Active Tectonics,

Earthquake Geology, Archaeology and

Engineering was taken place from 19 to

24, September 2011 in Corinth, Greece.

This workshop was organized by

Ioannis D. Papanikolaou (University of

Athens, Greece), Klaus Reicherter

(RWTH Aachen, Germany), Andreas

Vott (University of Mainz, Germany) and

Pablo G. Silva (Universidad de

Salamanca, Spain). One researcher

attended to this workshop from Japan

and he made a presentation on the

outline of the 2011 Tohoku Earthquake.

Activities planned in 2012 are as

follows;

Thematic Session of“Natural hazards

proposed during the 11th International

Symposium on Landslides (ISL) in

Banff, Canada and during 2011 EGU in

Vienna, Austria. One international

symposium was held in Kyoto, Japan.

We have 136 participants from 16

countries in this symposium.

Activities planned in 2012 are as

follows;

The IGCP-585 plans to have a

scientific session at 2012 EGU in

Vienna, Austria during 22-27 April and

the 34th International Geological

Congress in Brisbane, Australia during

5-10 August, 2012.

IGCP-588：Preparing for coastal change.

A detailed process-response framework

for coastal change at different

timescales (2010-2014)

This project focuses on the impact of

humans on coastal landscapes at

different timeframes. The project

comprises three themes; (1) Catastrophic

events, (2) Sea-level“fingerprints”and

their implications for future coastal

change, and (3) Sea-level changes over

geological timeframes - investigating the

role of humans. The aim of this project

is to not only examine the past and

present coastal dynamics and evolution,

but to also incorporate predictive

modeling of the coastal response to

changing climates, anthropogenic

impacts and natural hazards.

On 11th March 2011, an earthquake

off the Pacific coast of Tohoku occurred

and a tsunami devastated the shores of

Japan. About 300 researchers among

over 60 different institutes/universities

conducted a joint research group for

measurement of tsunami heights after

the tsunami. All the measured points,

at over 5,000 in total, were compiled

and then displayed on the web

(http://www.coastal.jp/tsunami2011/).

In the urgent field survey, we also

described lithostratigraphy, thickness,

changes in grain size, biostratigraphy

(micro and macro fossils) of tsunami

deposit to provide archives helping

future interpretation of past-tsunami

deposits.

Two scientific sessions were

proposed during the XVIII INQUA

Congress in Bern, Switzerland. In the

two sessions, three and seven Japanese

researchers provided oral (two of them

were invited) and poster presentations,

respectively. There was no participants

for an annual business meeting in

Bangkok held between 28th November
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No. 616：TECTONIC, PALEOCLIMATIC,

LANDSCAPE EVOLUTION OF

CENTRAL AFRICA

(SPONSORED BY THE SWEDISH

INTERNATIONAL DEVELOPMENT

COOPERATION AGENCY)

PROJECT LEADERS: Boniface Kankeu

(Cameroon), R.O. Greiling (Germany),

Jurgen Runge (Germany)

CONTACT DETAILS: Dr Boniface

Kankeu, Institut for Geological and

Mining Research (IRGM), BP 4110,

Yaoundé, Cameroon

E-mail : bonifacekankeu@yahoo.fr

No.618：PALEOCLIMATE INFORMATION

OBTAINED FROM PAST-RECHARGED

GROUNDWATER

PROJECT LEADERS: Oceania: Dioni I.

Cendón (Australia)

Asia: Jianyao Chen (China)

North America: Jason J. Gurdak (USA)

South America: Ofelia Tujchneider

(Argentina)

Europe: Sylvi Haldorsen (Norway), Ir.

M. J. (Martine) van der Ploeg

(TheNetherlands),

Rein Vaikmäe (Estonia), Roland

Purtschert (Switzerland)

Africa: Najiba Chkir Ben Jema^ a

(Tunisia)

CONTACT DETAILS: Dr. Dioni I .

Cendón, Senior Research Scientist,

Australian Nuclear Science and

Technology Organization (ANSTO),

Locked Bag 2001, Kirrawee DC, NSW

2232, Australia

No.619：CONTOURITES: PROCESSES &

PRODUCTS

PROJECT LEADERS: Dorrik A.V. Stow

(UK), David Van Rooij (Belgium),

Francisco-Javier Hernández-Molina

(Spain), Michele Rebesco (Italy), Pere

and 3rd December.

Activities planned in 2012 are as

follows;

The IGCP-588 plans to have a

business meeting in Kiel, Germany,

from September 5th to 10th including a

3-day field trip to Sylt-Island. Other

related scientific meetings are proposed

during the 34th International Geological

Congress in Brisbane, Australia.

7．新しいプロジェクト
平成24年２月21日～24日（４日間）にパリ

のユネスコ本部で開催された第40回IGCP科

学理事会で，新規に2012年からスタートする

プロジェクトとして５が選定された．５つの

プロジェクト名，プロジェクト・リーダー及

び連絡先は，以下の通りである．

No. 589： DEVELOPMENT OF THE

ASIAN TETHYAN REALM

PROJECT LEADERS: Xiaochi Jin (China),

Katsumi Ueno (Japan), Graciano Yumul

JR. (Philippines), Pol Chaodumrong

(Thailand)

CONTACT DETAILS: Prof. Dr. Xiaochi

Jin, Institute of Geology, Chinese

Academy of Geological Sciences, 26

Baiwanzhuang Road, Beijing 100037, P. R.

China

E-mail : jinxchi@cags.ac.cn ; jinxchi@sina.

com

No.592：CONTINENTAL CONSTRUCTION

IN CENTRAL ASIA

PROJECT LEADERS: Inna Safonova

(Russia), Reimar Seltmann (UK), Min Sun

(China)

CONTACT DETAILS : Dr. Inna

Safonova, Senior research scientist / Brain

Pool Program Researcher, V.S. Sobolev

Institute of Geology and Mineralogy SB

RAS, Koptyuga ave. 3, Novosibirsk

630090, Russia

E-mail : inna03_64@mail.ru ; inna@igm.

Puig (Spain), Antje Voelker (Portugal),

Adriano Viana (Brazil)

CONTACT DETAILS: Prof. Dr. Dorrik

A.V. Stow, Heriot-Watt University,

Institute of Petroleum Engineering,

Edinburgh EH14 4AS, Scotland, United

Kingdom

E-mail : dorrik.stow@pet.hw.ac.uk

今回，久しぶりに日本から新規プロジェク

トが提案されたが，残念ながら選定されませ

んでした．今年度の再チャレンジを期待して

います．以上の結果，現行のプロジェクトは，

O.E.T.（期間延長）１とYoung Scientists

Projectの１を含めて計25に新規プロジェク

ト５を加えて計30となる．新しいプロジェク

トに参加される方及び参加を希望される方は

下記にご連絡下さい．

8．新規プロジェクトの提案
新規プロジェクトの提案をお考えの方は，

下記まで御連絡下さい．申請要領や申請書類

は，ユネスコのホームページhttp://www.

unesco.org/science/earth/を御覧下さい．プ

ロジェクトに関わる直接の連絡先は，Dr.

M.Patzak（m.patzak@unesuco.org）です．

毎年ユネスコの提出期限は10月15日です．な

お，国内委から推薦するために，提案者にご

出席戴きプロジェクトについて説明を受ける

ための国内委員会を，今年は９月28日に開催

予定です．

御質問等は，下記にお寄せ下さい．

日本IGCP国内委員会幹事　斎藤文紀

〒305-8567 つくば市東１－１－１中央第７

神戸女子大学大学

独立行政法人産業技術総合研究所地質情

報研究部門

電話：029-861-3895 Fax：029-861-3747

E-mail：Yoshiki.saito@aist.go.jp

（文責 波田重煕）
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高木秀雄（日本地質学会ジオパーク支援委員会委員）

今年13回目となる地震火山こどもサマースクールは，地震学
会・火山学会の共催で進められてきましたが，昨年の磐梯山大
会より地質学会も共催しています．今年は８月18日（土）と19
日（日）に糸魚川ジオパークで開催されました．ここ数年はジ
オパークでサマースクールが開催されていることから，地質学
会ではジオパーク支援委員会が窓口となっています．このサ
マースクールは，小学生（５年生以上）および中学生を対象と
しており，そのほか，高校生にもつなぎ役として手伝っても
らっています．今回の参加者は，こども達は総勢33名で，中学
生が10名，小学生が18名，高校生が５名でした．また，地元糸
魚川のこども達は16名で，そのほか，西は神戸や岡崎，東はつ
くばや平塚などから集まりました．33名を６グループに分け，
それぞれのグループに小中学校の先生やジオパークガイドなど
のチームサポーターが２名ずつつきました．実行委員長はJGN
理事長の米田　徹 糸魚川市長，主任講師は地震学会から地元
糸魚川出身の松澤　暢，講師として地震学会から武村雅之，火
山学会から宇井忠英，星住英夫，林信太郎，早津賢二，地質学
会から竹之内 耕，渡辺真人の各氏と高木が参加しました．ま
た，実験・フィールドサポーターとして，７名の高校（中学）
教員（数越達也，荒井賢一，相原延光，前田哲良，内記昭彦，
中島　健，南島正重の各氏）が担当，サマースクールの進行役

（コーディネーター）として，大学生やサマースクール卒業生，
教員，さらに近い将来開催を希望している島原半島ジオパーク
からも集まり，７名が担当しました．そのほか，記録係２名，
事務局７名のスタッフが集まり，事務局メンバーとして，糸魚
川ジオパーク協議会からも４名のスタッフを配置しました．以
上のように，こども達33名に対して，スタッフは総勢45名，宿
泊は温泉付のホテルホワイトクリフで参加費は3,000円（宿泊
費，食費，保険料，飲み物代込み）という，豪華なサマース
クールでした．スタッフの旅費や印刷製本費，実験器具などの
費用は，こどもゆめ基金と，３学会からの負担金（地震学会30
万円，火山学会・地質学会20万円）で賄われています．

このサマースクールの進行は，その地域にふさわしい課題
テーマを設定し，１日半の活動を通じてこども達にその課題を
解かせて，最後の公開フォーラムでそれを班ごとに発表すると
いう形で進められています．糸魚川ジオパークにおけるメイン
テーマは，「東と西に引き裂かれた大地のナゾ」が設定されま
した．こども達が解くべき課題は，
１：なぜ，日本列島の裂け目が，ここ糸魚川にあるの？
２：なぜ，東と西の石の年齢が違うの？
３：境界のまち糸魚川で，どう暮らし，どう遊ぶ？
４：これが決定版．糸魚川ジオパークのキャッチコピーを作ろう！
であり，１と２は選択，３と４は必修の計３問となっています．
地球科学関連の課題だけではなく，ジオパークの課題（３，４）
が含まれている点がポイントで，地元のこども達が，将来の糸
魚川ジオパークを支える人材となることも期待されています．

１日目：
ひすい王国館（糸魚川駅前）にてオリエンテーション．講師紹

介，課題（なぞ）の設定の説明後，年代別糸魚川ジョーギ
の説明を実施．この資料に記された長方形のジョーギは，
横幅が５億年（西ジョーギ），２千５百万年（東ジョーギ），
５千年（人間ジョーギ），100年（－50年～＋50年：自分
ジョーギ）の４つのジョーギで構成されており，地球の長
大な時間を実感できる工夫がなされた．

オリエンテーション終了後，糸魚川ジオパークのマスコットキャ
ラクター（ジオまるとヌーナ）をつけた２台のバスに分乗．

野外観察１：西と東の境界（糸魚川―静岡構造線）の位置を美
山公園展望台から考える．
まずは景色をみながら，どこが東と西の境界か，斑ごとに考え
て，その場で発表（写真１）．
野外観察２：姫川（主に西の岩石が礫として堆積）―根知川

（東の岩石が礫として堆積）合流点にて，西と東の石の違いを
見分けながら，両方の石を各チーム10個ずつひろう．
午後はひすい王国館にて実験・実習
実習１：ひろってきた東西の石を，その特長がわかるように並
べ，今後の実験につなげる．ベスト石並べ賞を選出．
実習２：ぱらぱら漫画を配布，日本海が開いてフォッサマグナ
が形成される様子を実感させる．
実験１：神戸高校の数越教諭と高校生３名により，小麦粉によ
るフォッサマグナ形成実験を実施（写真２）．
（１）アクリル板の上に小麦粉を長方形に起き，定規で上か

ら押しつける．
（２）その上にココアパウダーを線状に載せて，縞をつくる

（日本列島の帯状構造）
（３）２本の短い定規を使って，観音開きのように押し付け

た小麦粉を回転させる．このときに真ん中に割れ目が
入り，模擬フォッサマグナが形成．

（４）さらにその割れ目に小麦粉を混ぜたきな粉を充填させ
る（新しい堆積物の形成）

（５）アクリル板を180°回転させ，今度は（２）と逆に回転
させる（このことにより，きな粉が東西に圧縮されて
盛り上がることを再現させる）．フォッサマグナを模し
た割れ目の形成は全員達成．

（６）各自で完成した実験結果を持って，個人写真撮影（修
了証に添付するため）

実験２：相原教諭が中心となり，１mのアクリルパイプとゴム
栓，防水テープを用意し，ペットポトル２本分の水を入れた後，
あらかじめ用意した土砂を中に入れて，沈降実験を実施，３回
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第１３回地震・火山こどもサマース
クール（糸魚川ジオパーク）報告

写真１　どこに東西の境界が？なかなかユニークな考えだね．

写真２　小麦粉とき

な粉，ココアを使っ

た日本列島の折れ曲

がりとフォッサマグ

ナ形成実験



繰り返して，地層を作成．２日目の地層の観察に役立てる．
実験３：石がどうして硬くなったか，について，ソフトパンを
レモン絞り器で押しつぶして，それを食べる実験．硬いよりも
まずいという反応．
実習３：ぱらぱら漫画２：５億年の地球の歴史を実感．
講義：人間ジョーギの話として，糸魚川周辺の最近の地震につ
いて松澤氏により，また糸魚川ジオパークの活火山「焼山」に
ついて早津氏により紹介された．

夜には，学者らと語ろう，というコーナーで，子供の頃のこ
とやなぜ学者になったのか，などのやり取りが行われ，各グ
ループでのチームミーティングに学者も加わって，翌日の発表
の準備を行った．

2日目：
野外観察３：山寺砂岩泥岩互層（東の石）の地層や断層の観察
と，転石を採集し，１千万歳の袋に入れて，石バトル（東と西
の石をこすり合わせて，硬さの違いを判定する）に使用．竹之
内 氏より，この地層から採取されたくじらの肋骨の化石が紹
介されて皆びっくり（写真３）．
野外観察４：フォサマグナパークにて，２億６千万歳の西の石

（頁岩）を採取，自宅から持参した石もあわせて石バトルに使
用．その後，糸静線断層露頭の前で，予め準備した西と東の水
の味くらべを実施．この段階では，先発隊が遊歩道などに設置
されている解説板を段ボールで隠して，課題の答えがわからな
いようにしてあった（写真４）．

博物館見学：最後に，糸魚川市立フォッサマグナミュージアム
を見学し，今回の課題解決，発表のための手がかりを各チーム
で探し，記録させた．
発表会場である「ビーチホールまがたま」では，入り口にベス
ト石並べ賞を展示．
昼から１時間半，こども達は発表の最後のまとめと準備を実施，
この時間帯に，一般市民やこども達の親向けに，ジオパーク
フォーラムが実施された．
ジオパークフォーラムの内容
１．基調講演：松澤氏による「僕と地震と糸魚川ジオパーク」
２．バーチャルジオツアー：島原半島（大野希一），室戸（柴
田伊廣），糸魚川（竹之内 耕）
３．「鼎談」ジオパークの未来を語る＝中川司会・米田，高木，
渡辺
４．こども発表会（コメンテーター：米田，松澤，高木，宇井，
竹之内）
認定証授与
実行委員長挨拶
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写真３　これは何の化石でしょう（竹之内）？　この後，こども達

も鱗の化石発見にエキサイト．

写真４　東西の境界がここにある．糸魚川出身の松澤氏の説明を受

ける．

写真５　たくさん質問をして，たくさん答えてカードをゲット！

以上が，今回のサマースクールの全体のプログラムです．私
は今回初めて本番に参加し，いろいろと新鮮な体験を得ること
ができました．とくに小学生をいかに積極的に乗せるか，とい
う点で，さまざまな工夫がなされていました．その一つが，
キャラクターカードの配布です．講師やスタッフからの質問に
手を挙げて答えた人はカード１枚，正解はカード２枚，とくに
良い答えは３枚，逆にこども達の質問で良い質問はカード２枚，
講師も答えられないような鋭い質問は３枚，といった形で，
カードも火山関係，地震関係，ジオパーク関係，文化や歴史関
係で異なるキャラクターが印刷されており，さらにカード５枚
で，ラミネートを施したカードに引き換えるという細かい配慮
がなされていました（写真５）．

中学生や高校生は，小学生のいる中でこれまで遠慮しがちと
いうことでしたが，今回はよく手を挙げて鋭い質問をしていま
した．もう一つは，石の硬さくらべを，「石バトル」と称する
ことにより，こども達を夢中にさせていました．最後のこども
達の発表では，２人の小学生が西と東の石になりきって，体で
バトルを表現したチームもあり，喝采を浴びていました．実験
はよく準備されたものであり，こども達も満足な結果が得られ
たと思います．

来年の開催地は本報告の投稿段階でまだ決まっていません
が，いずれかのジオパークまたはジオパーク候補地で開きたい
と考えています．最後に，糸魚川ジオパーク協議会のスタッフ
の皆様に，大きな御支援をいただきました．この場を借りて，
お礼申し上げます．
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Vol. 21  Issue 3（September）

［Review Articles］
1．Tephrostratigraphy of the Pliocene to Middle Pleistocene

Series in Honshu and Kyushu Islands, Japan

Yasufumi Satoguchi and Yoshitaka Nagahashi

本州および九州の鮮新－中部更新統テフラ層序

里口保文，長橋良隆

日本の鮮新－更新統は，各堆積盆または地域ごとに詳細な調査と

記載が行われてきたが，それら地域間の層序対比は，複雑な地質構

造のために難しいものとなっている．各地域の層序は，多くのテフ

ラ層によって確立されており，地域間の層序はいくつかの広域テフ

ラによって対比されている．本論では，日本における鮮新統から中

部更新統の広範囲な層序モデルを，テフラ層序，古地磁気層序，生

層序に基づいて確立した．この層序モデルは，島弧である日本弧周

辺の環境変遷や爆発的火山活動の解明に重要なものといえる．

Key Words : Japanese archipelago, Pleistocene, Pliocene,

stratigraphic correlation, tephrostratigraphy, widespread tephra.

［Research Articles］
1．Mineral chemistry and geothermobarometry of Moshirabad

pluton, Qorveh, Kurdistan, western Iran

Ali A. Sepahi, Mohammad Maanijou, Seddigheh Salami, Sara

Gardideh and Tayebeh Khaksar

イラン西部コルデスターン州ゴルヴェ周辺のモシラーバード深成岩

体の鉱物化学組成と地質温度圧力

モシラーバード深成岩体はイラン西部ゴルヴェ，サナンダジュ―

シールジャーン変成帯の南西部に位置する．深成岩体は閃緑岩，モ

ンゾ閃緑岩，石英閃緑岩，石英モンゾ閃緑岩，トーナル岩，花崗閃

緑岩，花崗岩，アプライト，ペグマタイトからなる．本研究では多

様な岩石種から31試料の全岩組成，異なる岩相から15試料の鉱物化

学組成を分析した．マグマの性質を鉱物化学組成によって記載し，

モシラーバード深成岩体が定置した圧力と温度を見積もった．長石

類の組成はほぼ二成分系で，斜長石の組成はAn5からAn53，アルカ

リ長石の組成はOr91からOr97の範囲を示す．深成岩体中の有色鉱物

は黒雲母と普通角閃石である．黒雲母組成と全岩化学組成に基づけ

ば，モシラーバード深成岩体はカルクアルカリマグマから形成され

た．角閃石類はカルシウム角閃石（マグネシオ普通角閃石とエデン

角閃石）である．普通角閃石―斜長石温度計で算出した晶出温度は

550－750 ℃の範囲である．これらの温度は，深成岩類が後退変成

作用を受け鉱物組成が変化したことを示している．普通角閃石中の

アルミニウム地質圧力計はモシラーバード深成岩体が2.3－6.0

kbar，深度７－20 km相当で定置したことを示しているが，広域の

地質を考慮するとこの圧力範囲よりも低圧であったと思われる．角

閃石類の変質により圧力が過剰に見積もられたのであろう．

Key Words : Al-in-hornblende, geothermobarometry, hornblende

－plagioclase thermometry, Iran, mineral chemistry, Moshirabad,

Qorveh.

2．Detrital chromian spinels from beach placers of Andaman

Islands, India: A perspective view of petrological

characteristics and variations of the Andaman ophiolite

Biswajit ghosh, Tomoaki Morishita And Koyel Bhatta

インド領アンダマン島のクロムスピネル砕屑粒子から俯瞰するアン

ダマンオフィオライトの特徴と多様性

Biswajit ghosh, 森下知晃，Koyel Bhatta

インド領アンダマン島の海岸で採取した砕屑性スピネルの化学組

成分析から，アンダマン・オフィオライトの全体像を俯瞰し，オ

フィオライトが形成されたテクトニクスについて検討した．調査地

域全体から，Cr#（=Cr/（Cr＋Al）原子比）の高いスピネルが含

まれていることから，オフィオライト全体として島弧的環境での火

成活動の影響を受けていることが示唆される．また，スピネルの

Cr#は，島の南部から北部に向かって低い値を示す割合が増加する

ことから，南部地域には溶融程度の低いかんらん岩が分布している

ことが予想される．これらのことから，アンダマン・オフィオライ

トを形成したテクトニックセッティングについて推定した．

Key Words : Andaman ophiolite, arc-dominant area, detrital

chromian spinel, MORdominant area, paleogeodynamic setting.

3．Hf－Nd isotope constraints on the origin of Dehshir

Ophiolite, Central Iran

Hadi Shafaii Moghadam, Robert J. Stern, Jun-Ichi Kimura, Yuka

Hirahara, Ryoko Senda and Takashi Miyazaki

中部イランDehshir Ophioliteの成因に関するHf-Nd同位体組成から

の制約

Hadi Shafaii Moghadam, Robert J. Stern, 木村純一，平原由香，仙

田量子， 宮崎　隆

サイプラスから北西シリア，南東トルコ，北東イラク，南西イラ

ンを通ってオマーンに延びるアラビア縁・オフィオライト帯は，後

期白亜紀（約100 Ma）に形成された総延長3000 kmのネオテチス海

北縁の収束帯である．イランのザグロス・オフィオライトはこの収

束帯の一部で，外帯（OB）と内帯（IB）オフィオライト帯に細分

される．我々はこのオフィオライト帯の内帯，デシル・オフィオラ

イトに着目し，はじめてのNd-Hf同位体測定結果を報告する．我々

の結果は，デシルの苦鉄質・珪長質火山岩が，インド洋海嶺マント

ルドメイン起源である事を明らかにした．そのうち苦鉄質溶岩はす

べての類似したHf同位体組成を有するが，珪長質岩脈は非放射性

Ndをより多く含む．珪長質岩はTh/NbとTh/Yb比が高くそれらは

非放射性Nd量と比例するため，堆積物か大陸地殻成分に汚染されて

いると考えられる．

Key Words : Hf－Nd isotope, Late Cretaceous, ophiolites,

subduction initiation, Zagros.

Vol.21, Issue 3

Islands Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 21 Issue３が2012年９月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．全文は

オンライン（http://www.blackwell-synergy.com）

で無料閲覧できますので，是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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4．Late Permian post-ophiolitic trondhjemites from Central

Iran: a mark of subduction role in growth of Paleozoic

continental crust

Ghodrat Torabi

イラン中央部ペルム紀後期のオフィオライト形成後のトロニエム岩

体：古生代大陸地殻成長に沈み込みが果たした役割の痕跡

アナーラク地域のペルム紀後期トロニエム岩は，アナーラクオ

フィオライトとその上位の変堆積岩類に貫入するストックや岩脈と

して産する．これらは北部アナーラク東西主要断層に沿って露出し

ている．これらの優白質貫入岩類には全てのオフィオライト構成岩

類と変成岩類の包有物が含まれる．貫入岩は角閃石，斜長石（灰曹

長石），石英，ジルコンと白雲母からなる．二次鉱物は緑泥石（ピ

クノ緑泥石），緑簾石，曹長石，磁鉄鉱と方解石である．全岩主

要・微量元素組成により，貫入岩は高いSiO2（67.8－71.0 wt%），

Al2O3（14.9－17.1 wt%）とNa2O（5.3－8.6 wt%），低いK2O（0.1－

1.5 wt%；平均値：0.8 wt%），低いRb/Sr比（0.01－0.40；平均値：

0.09），低いY（３－６ppm），Ti，NbとTaの負異常，弱い負または

正のEu異常，LREEに富み，HREEを分別していることで特徴づけ

られる．これらの岩石はコンドライトで規格化したREEパターンの

勾配で２－40倍の肥沃化を示す．アナーラクトロニエム岩の地球化

学組成的特徴は，10 kbar以上での苦鉄質な原岩の溶融を反映して

いる．野外産状と全岩化学組成から，これらの岩石が沈み込んだア

ナーラク海洋地殻の溶融によってもたらされたマグマが結晶化した

ことがわかる．本研究により，ザクロ石角閃岩の溶融が研究地域の

大陸地殻形成の重要な要素であることが明らかになった．

Key Words : Anarak, continental crust, Iran, Late Permian, Paleo-

Tethys, Trondhjemite.

月　November
○第3回日本ジオパーク全国大会（室
戸大会）
日本地質学会　後援

11月２日（金）～５日（月）

会場：室戸市保健福祉センターやすらぎ 他

ジオツアー：11月２日（金）・５日（月）

http://conference.muroto-geo.jp/index.html

○第13回「こどものためのジオ・カ
ーニバル」
日本地質学会　後援

11月３日（土）～４日（日）11:00～16:00

場所：大阪市立科学館

http://www.geoca.org/

○東海地震防災セミナー2012
11月８日（木）13：30～16：00

場所：静岡商工会議所静岡事務所５階ホール

連絡先：土　隆一（土研究事務所）

Fax：054-238-3241/Tel.：054-238-3240 

○3rd Asia-Pacific Conference on
Luminescence and ESR dating
日本地質学会　協賛

11月18日（日）～22日（木）

場所：岡山理科大学50周年記念館

http://www.rins.ous.ac.jp/eps/theme/symp

osium.html

○ International Symposium on
Emerging Issues after the 2011
Tohoku Earthquake
11月27日（火）

会場：筑波大学総合研究棟D（筑波キャンパ

ス）

講演申込締切：10月12日（金）

http://www.nourin.tsukuba.ac.jp/̃engei/mi

zuta/?page_id=171

11

2012.9～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2012年
月　September

★日本地質学会第119年学術大会（大
阪大会）
９月15日（土）～17日（月・休）

場所：大阪府立大学ほか

月　October
★津波堆積物ワークショップ＆巡検
日本地質学会・日本堆積学会　共催

10月６日：ワークショップ

場所：津市三重県総合文化センター

10月７～８日：巡検（鳥羽-尾鷲-南紀白浜）

詳しくは，学会HPをご参照ください

★関東支部：銚子巡検
10月27日（土）～28日（日）

申込締切：10月20日（土）

詳しくは，学会HPをご参照ください

★2012年地質調査研修
10月29日（月）～11月２日（金）

場所：千葉県君津市およびその周辺（房総半

島中部地域）

詳しくは，学会HPまで

10

9

○27th Himalaya-Karakoram-Tibet
Workshop
11月28日（水）～30日（金）

プレ・ポスト巡検（１～３日の３コースを予定）

場所：ネパール，カトマンズ

問い合わせ先：組織委員会

hkt27kath@gmail.com

http://www.ngs.org.np

○第28回ゼオライト研究発表会
日本地質学会　協賛

11月29日（木）～30日（金）

場所：タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀）

http://www.jaz-online.org/

月　December
○地質学史懇話会
12月23日（日）13:30～17:00

場所：北とぴあ902号室

鈴木寿志：「要説地質年代」を訳して

井澤英二：「日本鉱業史研究会34年の歩み－

鉱業史と地質学史との接点－」

問い合わせ：矢島道子<pxi02070@nifty.com>

2013年
月　July

○国際火山学地球内部化学協会2013
年学術総会
日本地質学会　後援

「IAVCEI2013 Scientific Assembly」

７月20日～24日　５日間

場所：鹿児島県鹿児島市

http://www.iavcei2013.com/

月　August
○第６回地殻応力国際シンポジウム
日本地質学会　後援

８月20日（火）～22日（木）

会場：仙台国際センター（宮城県仙台市）

講演申込期限：2012年11月30日（金）

http://www2.kankyo.tohoku.ac.jp/rs2013/
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関東支部功労賞募集

日本地質学会関東支部では，支部の顕彰制度に基づき2012年
度も支部活動や地質学を通して社会貢献された個人・団体を関
東支部として顕彰いたします．つきましては，下記の要領で支
部会員からの推薦を募集します．

対象者　：支部活動や地質学を通して広く社会貢献をされた関
東支部内に在住の個人・団体　
※社会貢献や活動の評価においては，必ずしも学問的な成

果を問うものではありません．

募集期間：2012年12月10日～2013年１月10日
選考期間：2013年１月11日～2013年１月31日

関東支部功労賞審査委員会（委員長：中山俊雄前支部長）を設置
審査結果報告：NEWS誌，支部会員ML，関東支部総会
推薦方法：対象者氏名，推薦者氏名，推薦理由（400字程度）

を記入の上，関東支部功労賞推薦としてメールもしくは
FAXにて下記へお送りください．

推薦受付：神奈川県立生命の星・地球博物館　笠間友博
〒250-0031 小田原市入生田499
E-mail：kasama@nh.kanagawa-museum.jp
FAX：0465-23-8846

「銚子巡検」のお知らせ

関東支部では関東地質調査業協会（共催）と日本第四紀学会
（後援）のもと，2012年度事業として10月27日と28日の２日間
にわたり「銚子巡検」を開催いたします．巡検では，銚子周辺

にみられる薄衣型礫岩（ペルム紀？）やジュラ紀付加体，白亜
紀以降の前弧海盆堆積物や前期中新世の古銅輝石安山岩溶岩，
そして鮮新統～更新統の犬吠層群までを観察します．さらに，
夜間講演会では，観察事項，昨今の知見，およびそれらに基づ
く日本列島形成史や関東平野の変動史の解説が案内者によりな
されます．最終的に，参加者の皆様には変動帯としての日本列
島の鳥瞰的理解を深めていただきたいと考えております．会員
の方はもとより，広く参加者を募集します．CPDは16単位取得
可能です（銀行振込後の参加者交代は可能）．関東支部HPには
ポスター・参加申込書等があります．詳細は，参加者の皆様へ
直接メールにてご連絡いたします．

主催：日本地質学会関東支部
共催：関東地質調査業協会
後援：日本第四紀学会
開催日時：2012年10月27日（土）～28日（日），１泊２日
主なルート：１日目　8:30JR錦糸町駅南口付近発→11:00～

16:30銚子周辺→17:00宿
２日目　8:00宿→8:30～15:30屏風ヶ浦周辺→18:00
錦糸町駅解散

募集対象・募集人数：会員および一般，40名程度
参加費：17,000円（学生は10,000円）．宿泊代（二食＋２日目昼食）
および往復貸し切りバス代を含む．初日の昼食は各自弁当持参．
講師：高橋雅紀氏（産総研），鈴木毅彦氏（首都大学東京）
申し込み：ジオ・スクーリングネット（https://www.geo-
schooling.jp/）または下記の申込書にご記入の上担当幹事へ
ご 連 絡 を お 願 い し ま す ． 申 込 書 は ， 関 東 支 部 H P

〈http://kanto.geosociety.jp/〉からダウンロードできます．

申込締切：10月20日（土）17時．
担当幹事：加藤　潔（駒澤大学）kiyoshi.katoh@gmail.com

細根清治（株式会社東建ジオテック）
s.hosone@tokengeotec.co.jp

☆関東支部
お知らせ

支部コーナー



日本地質学会News 15（９） 15

３月５日－17日の13日間，記念すべき第一回学生のヒマラヤ
実習プログラムが開催された．この実習はヒマラヤの地学研究
経験の豊富な教員が世話人・案内人となり，参加者がヒマラヤ
の自然を体験し，現地教員や学生との交流によって国際感覚を
高めることを目的としている．

実質的に実習を行ったのは10日間で，そのうちの８日間がカ
リガンダキ河～ルンビニコースの野外実習（うち３日間がヒマ
ラヤトレッキング），２日はトリブバン大学地質学科学生とグ
ループ討論・交流会及びカトマンズ市内見学という内容であっ
た．ネパールのほぼ中央部，アンナプルナとダウラギリという
8000 m峰の両峯の間を穿つ深いカリガンダキ河に沿って実習
を行ったため，美しい山と渓谷，見事な地質，地形，気候帯，
植物相がドラマティックに変化していく様子を観察することが
できた．日本からは島根大学，名古屋大学，千葉大学，琉球大
学，ネパールからトリブバン大学の学生の参加があった．実習
は総勢17名で行われ，うち学生は14名（院生４名，学部生10名）
であった．引率はゴンドワナ地質環境研究所の吉田勝氏，トリ
ブバン大学のウラク・プラカーシュ氏，島根大学の酒井哲弥氏
であった．期間中は乾季ということもあり移動中に大雨に見舞
われることもなく，とても過ごしやすかった．今回の実習は大
半がバスかジープでの移動だったこともあり，各大学の参加者
は日が経つにつれて打ち解けている様子だった．私もこの実習
は他大学の学生や研究者と接する機会として貴重で得難いもの
であった．

目的地点では世話人の方からその場所の地質や研究背景の詳
しい説明があった．ネパール側の参加者もいるということで，
英語で説明があった後に日本語で補足説明があるといったよう
なことも多くあった．参加者は限られた時間の中で，写真を
撮ったり，スケッチを描いたり，サンプリングをしたりするの
だがサンプリングに夢中になってしまい，いつの間にか時間切
れになってしまうということも珍しくなかった．日が暮れる前
にはホテルに戻り，しばしの休憩ののち夕食をいただいた．こ
の実習を通して食卓に上がる頻度が高かったのは「ダルバート」
というネパールの代表的家庭料理であった．家庭料理というだ
けあって，行く先々の店で味や使用される食材が異なっていて，
私はその味の変化を楽しむことができた．また，ダルバートは
お代わり自由ということもあって，実習疲れの空っぽになった
胃袋を満足させてくれた．その後は解散となり，各自明日に備
えて休む者もいれば，ビールを交えた夜間勉強会に勤しむ人た

ちもおり，それぞれの時間を楽しんでいたようであった．
ここで，この実習の中核といえるヒマラヤトレッキングにつ

いて紹介する．初日はジョムソムの宿を出てジープに揺られて
２時間ほどで本実習最高点のムクチナートに到着した．ここで
は，モレーン堆積物の上に建てられたヒンドゥー教の寺院を見
学しつつ，建物自身が堆積物とともに地滑りにより移動してい
る様子を観察した．その後，標高を徐々に下げながらかつての
テチス海堆積物であるSpiti層の分布している場所に移動した．
Spiti層は黒色の石灰質頁岩で，アンモナイトを含む石灰質ノ
ジュールが約20～60 cm程度の大きさで見られる．ここで１時
間ほど各自サンプリングを行ったのだが，なかなか望むような
化石を見ることはできなかった．また，ノジュール自身が非常
に緻密であり，ハンマーで叩いても思った通りに割ることがで
きず，アンモナイト本体のもろくなったところが壊れてしまっ
たこともあった．各自の戦利品を紹介したのち，宿のあるカグ
ベニに向かった．

２日目はカグベニからジョムソムまで徒歩で移動しながら，
テチス層群の地層を観察した．カリガンダキ河沿いに下ってい
く途中，褶曲構造のよく観察できる大規模な全岩露頭を数多く
みることができ，そのどれもが教科書に載っていてもおかしく
ないような立派なものだった．ただ，谷沿いに歩いているため
常に吹き付ける強風と砂埃には難儀させられた．遅い昼食を
とった後，バスで２時間ほど移動し，巨大断層の１つSTDS

（South Tibetan Detachment System）の露頭を見学した．こ
こでは，高ヒマラヤの変成岩とテチスヒマラヤの石灰岩が
STDSで接している様子を観察できた．また，STDSに沿って
第三紀の優白質花崗岩が貫入しており，参加者は高ヒマラヤ帯
のFormation Ⅲを特徴づける眼球片麻岩との違いを比較しなが
ら各々サンプリングを行っていた．その後，カロパニの宿へバ
スで向かった．この日の夕食はダルバード続きに飽き始めた学
生のために，ヤクという牛の仲間のバターを使った炒飯とネ
パールの麺類というメニューだった．

３日目はカロパニを出発し，午前中は高ヒマラヤ帯の変成岩
を観察しながら移動した．途中，地滑り堆積物の上に作られた
吊り橋の前で，同じタイプの橋で起きた痛ましい事故について
説明を受けた．祭りで吊り橋を渡った際，過重に耐えきれず橋
が落ちて何人もの人が犠牲になったということらしい．説明を
受けた後，目の前にある吊り橋を渡ることになったので，参加
者は「安全な橋」の重要性を身を持って認識したと思われる．
昼食後，MCT（Main Central Thrust）と境界付近での岩相の
変化を観察しつつ，この日の宿となったタトパニに向かった．
MCT付近ではレンズ状の石英やうろこ状白雲母などを含んだ

松浦康隆
島根大学大学院総合理工学研究科

地球資源環境学専攻

第一回学生ヒマラヤ実習参加報告

院生コーナー

写真２：Spiti層で

アンモナイトを探し

ている様子（ムクチ

ナート西）

写真１：トレッキング１日目の出発風景（ジョムソン）



マイロナイト化作用を受けた岩石を観察することができた．タ
トパニではカリガンダキ河沿いに温泉が湧いており，解放的な
露天風呂で長旅の疲れを癒すことができた．また，日本とは異
なり余計な光が少ないため夜には天の川などがよく観察出来た．

私は実習ツアーに参加した当初，あまりに日本と違う環境に
衝撃を受け，少し不安を覚えた．しかし，ネパールでの生活に
慣れるにしたがってその新しい体験を楽しめるようになり，今
後の私の人生においても非常に有意義な経験であったと思う．
また，私としては他大学の学生・教員とのコミュニティーを広
げることができたことにおいても非常に良かった点であると思
う．最後に，お世話になった案内人の教員の方々，参加者のみ
なさまにこの場をお借りして心よりお礼を申し上げたい．

最後に他の参加者から頂いた感想の一部を紹介する（学年は
当時）．

名古屋大学大学院 川原健太郎（M１） 「ヒマラヤの地質を
学ぶ学生ツアーがある！」そう聞かされたのは2011年の初夏のこ
とでした．地質学を学ぶ学生として，山が好きな男として，こん
なにわくわくする巡検はありません．私は参加を決めました．

今回訪れたネパールという国は決して大きな国ではありませ
ん．しかし，この本州にも満たない国土に世界一の山脈があり
ます．巡検では，このヒマラヤを構成する地質帯とそれらを境
する断層，かつての氷河や河川などがつくった地形，大規模な
山崩れなど，多くの地質を観察しました．それは日本では見ら
れないダイナミックなスケールで，私のフィールドノートはど
んどん埋まっていきました．学ぶことができたのは地質だけで
はありません．ネパールの学生との会話や何気ない食事の中で，
あるいは訪れた聖地や温泉で，異国の文化を感じることもでき
ました．正直数行の感想にはまとめられないほどです．

この巡検は来年以降も計画されているようです．第一回目の
参加者として，そこに何があるのか，できるだけ多くの人に是
非自分の目で見てほしいと思っています．どんな立場の方でも
勉強になる部分が必ずあると思います．今回の巡検に関わって
いただいた皆様にはとても感謝しています．大きなチャンスと
出会いと経験をありがとうございました．

琉球大学　藤田　生（B４） 実習では，様々なヒマラヤの壮
大な地形を目の当たりにしました．まさに絶景．特に氷河地形
や網状流河川が印象的でした．そして，どうしてこのような地
形になったのかとイマジネーションを働かせることはとても面
白く感じられました．

また，様々な種類の岩石を観察することができました．地質
帯によって岩石が異なっていたり，断層付近は変成作用が顕著
になっていたりと面白かったです．

僕はこのツアーに参加して，もっと知りたい，もっと勉強し
たいという気持ちになりました．機会を与えてくれたことに感
謝です．

島根大学　北堀健太（B４） 今回，学生ヒマラヤ実習に参加
し，日本では観察できない地質，そして体験できない国際感覚
を学ぶことができました．私の主として研究しているのは堆積
学であるため，実際にモレーン堆積物を観察し，河川堆積物や
土石流堆積物などとの特徴の違いを見ることができ，フィール
ドで堆積物を見る目を鍛えることができてよかったです．また，
海外に出て実際に英語を使うことのむずかしさを体験し，今後
の課題も見つけることができました．ネパールでの生活環境は
日本で生活している時と比べることができないくらい悪く過酷
でしたが，いろいろな環境下で生活していく自信もつきました．
全体として素晴らしい経験をすることができたため，参加でき
たことを光栄に思います．

名古屋大学　大野卓也（B３） トレッキングでくたくたに
なったり，食べ物が合わずお腹を壊したりしましたが，それ以
上に多くのものを見ることができ非常に勉強になりました．ヒ
マラヤの作る地形は文献を読んで想像していた以上にダイナ
ミックで，地質学の面白さを再発見することができました．今
後もこのような機会が設けられ，ヒマラヤが多くの学生に向け
て開かれていくことを願います．

千葉大学　星野雄多（B４） このツアーのことを学内の通信
で知り，学生のうちに絵や写真では決してわからない実際の地
層を自分の目で見て，肌で感じ，想像力を広げたいと思いツ
アーへの参加を決意した．また海外，特にアジア圏では日本に
いては想像のできないことがあり，地質以外の面でも自分の見
聞を広げられると思ったことも参加動機の一つであった．ヒマ
ラヤの高地では，乾燥した気候や標高の影響で植生が発達せず，
ほとんどすべての露頭が剥き出しになっている．これは地形や
地質構造を連続して見られることであり，日本での断片的な情
報を結合させる上で大いに参考になるだろう．本ツアーを通し
て，指導教員の方々や学生同士との議論や討論はこれからの地
質学の勉強に必ず役に立つであろうと確信している．

最後に，引率してくださった吉田勝氏，酒井哲弥氏，P.D.
Ulak氏，また共に議論し合った仲間たちに感謝いたします．
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院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸い
です．
yhamada@eps.s.u-tokyo.ac.jp 濱田洋平（東京大）
gsc421511@s.okayama-.u.ac.jp 湯川弘一（岡山大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）

写真４：網状河川とテチス層群（カグベニ南）

写真３：地滑り堆

積物の上にある吊

り橋を渡る様子

（レテコーラ）
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副会長　ウォリスサイモン（名誉会員推薦

委員会）

常　務　斎藤　眞

副常務　坂口有人

学術研究部会（国際） 井龍康文＊

学術研究部会（行事） 星　博幸

広報部会　内藤一樹＊

広報部会　松田達生

運営財政部会　西　弘嗣＊

運営財政部会　山本高司

編集出版部会（地雑） 山路　敦＊

編集出版部会（IA） 伊藤　慎

編集出版部会（企画出版） 山口耕生

社会貢献部会（ジオパーク） 高木秀雄＊

社会貢献部会（生涯教育） 平田大二

社会貢献部会（連携/事業） 中澤　努

社会貢献部会（連携/事業） 保柳康一

社会貢献部会（地学教育） オブザーバー

中井　均

１．新旧の引き継ぎ，懸案事項の確認

＜懸案事項＞

・地方支部区の理事の選出方法

・名誉会員の取り扱いを含む会員制度のあり

方

・中期ビジョンの作成

・執行理事の負担軽減（理事や会員に仕事を

お願いする等）

・地質学雑誌の将来展望（会員外の投稿の可

否（有料，無料も含めて），雑誌から企画

出版物の作成の可否など，SCI雑誌になる

よう対応を図る，電子ジャーナル化等）

一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載

しています．

2012年度
第１回執行理事会議事録

期　日：2012年６月９日（土）13:00～17:00 

場　所：連合会館 501会議室

出席者：石渡会長　ウォリス副会長　渡部副

会長　齋藤常務理事　伊藤　井龍　高木

内藤　中澤　星　保柳　松田　山口　山

路　山本

旧執行理事：宮下　小嶋　中井　向山

久田副会長

（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出あり）：坂口　西（井龍）

平田旧執行理事：藤林　藤本

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

15名，委任状３名，合計18名の出席.

＊前回議事録を承認した．

Ⅰ　審議事項　

＊審議に入る前に新執行理事の役割分担を

以下のとおり確認した．

会　長　石渡　明

副会長　渡部芳夫（支部長連絡会）

・地質調査研修事業，JNESからの受託事業

は社会貢献部会を担当とし，引き継ぐ．

２．総会議事録確認，議事要録（法務局提出

用）の作成について

会員向けには詳細な議事録（議事メモに近

いもの）を，外向けには簡略化した議事要録

を作成し法務局に提出することとした．

３．地球環境変遷史に関する研究活動支援体

制の整備について

若手の要望にマッチした学際的な専門部会

（年会においてはセッション）の典型例とし

て地球環境変遷史を考えた．地球環境変遷史

セクションを組織化することも検討したい，

との提案が星理事より出された．

理事会規則に則って，専門部会，研究委員

会の提案は可能．専門部会に限らず，年会の

レギュラーセッションの建て方に柔軟性をも

たせた方が良い，専門部会の再編は今後の課

題，専門部会を認識していない会員も多い，

などの議論があった．

若手が楽しく参加できる仕掛けも含めて，

地球環境変遷史については井龍理事と山口理

事に早急な検討が委ねられた．

４．津波堆積物のワークショップについて

地質学会では１月ころから研究者同士の

ワークショップの検討を行ってきた．

堆積学会は，春に開催したワークショップ

では参加希望者を十分受入れられなかったこ

ともあり，南海トラフとの関係で９月に近畿

地方での開催を予定している．これについて

は地質学会との共同開催でもよいと考えてい

学　会　記　事

づくりに，今村外冶教授・小島丈児教授らと

ともに力を注いでこられました．

約40年間にわたる先生の指導が，我が国の

地質学界を背負って立った地質調査所所長を

はじめ，多くの学生を育てられ，広島大学地

質学鉱物学教室の中興の祖としてご活躍され

たことを銘記し，先生を偲んでご追悼の念を

あらわしたいと思います．

先生は，広島地学同好会（昭和５年～18年）

の伝統を受けついだ広島地学会の設立（昭和

25年）に関与され，地域地質学の振興にも力

を注がれて，「広島平地の地質」をまとめら

れています．一方，日本三畳系の地質（地質

調査所報告特別号，昭和26年，1951）の総括

で山口県の三畳系を執筆されたのをはじめ，

西中国・北九州の中生界に関連して多くの論

文を発表されています．1960年代に入ると，

研究の主体は中部中国地方の古生界にうつ

り，広島県地質図・同説明書で古生界を総括

されただけでなく，“広域調査”（成羽川，お

よび益田地域）で多くの新知見を報告されま

した．

1972年，小島・多井との共著で大学教育

「地学教科書」を出版され，多くの大学で利

用されて高く評価されたこともよく知られて

おります．1974年には，帝釈石灰岩の化石層

序および堆積相をまとめて，中央相と周縁相

を区分して，大規模卓礁としての生成を発表

され，あわせて，中国地方の生物礁複合岩体

の基盤である緑色岩類について，初めて岩石

学的な特性を明らかにされています．

1980年３月から２年間，日本地質学会西日

本支部支部長，そして日本地方地質誌「中国

地方」（朝倉書店，1984）の編者の一人とし

て多忙な日々をおくられました．その後，

1986年に退職されるまで，中国地方の舞鶴帯，

上郡帯，さらには北部九州地域での地質学的

研究に没頭されました．

観るべきものはすべて観て記録するという

先生の野外調査の進め方は，教室の伝統とし

て生き続けることをお誓いし，心から先生の

ご冥福をお祈りいたします．

（沖村雄二）

広島大学名誉教授　長谷　晃先生が，平成

24年７月13日にお亡くなりになりました（享

年89歳）．先生は，戦後間もない昭和20年９

月に，九州帝国大学理学部地学科を卒業され，

同大学特別研究生を経て，昭和22年９月，広

島文理科大学地学科（昭和18年新設）講師と

して就任されました．原爆，そして戦後の大

水害と，研究設備をほとんど失ってしまった

地質学鉱物学教室の野外調査を重視した伝統

会員の声

追悼　
長谷　晃 先生
を偲ぶ
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７．第10回高校生科学技術チャレンジJSEC

2012の後援依頼（2012/04/01-2013/03/31）

例年通り承諾．

８．環境省近畿地方環境事務所より，第５回

地質のフィールドワーク：熊野のジオサイ

ト潮岬の海岸散歩の開催報告あり

＜その他＞

・山口県美祢市職員採用案内，上級職で地質

専門を募集（６/１-６/22）→HP，geo-flash

掲載

・JABEEより，2012年度総会報告あり．

・島原ジオパークユネスコ会議，閉会挨拶状

・出版者著作権管理機構から平成22年度の複

写権使用料の分配23,000円通知あり．

＜会員＞

１．今月の入会者（11名）

正会員（１名）二宮芳樹正〔院割〕会員

（９名）塩飽悠馬，嵩由芙子，山下真司，

酒井　亨，後藤和樹，田中清明，角　拓

也，北掘健太，有馬達也正〔学部割〕会

員（１名）佐藤勇輝

２．今月の退会者（５名）

正会員（５名）：石原敬久，山下翔大，

井上　務，田中郁子，図子田香織

３．今月の逝去者なし

４．５月末日会員数

賛助：26，名誉：73，正会員：3899，正

会員：3781，正（院割）会員：112

正（学部割）会員：６，合計 3998（昨年

比 －67）

＜会計＞

・ジオルジュ創刊号の収支

支出71.5万円（取材費，ライター謝金，

印刷費等），収入29.5（広告料，取材費）

（2）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・ジオルジュの宣伝活動：

連合大会で主に高校生に配布800部程度

高等学校，博物館，ジオパーク関係に見

本誌を送付（1,151通）

・２号編集準備開始

（3）学術研究部会：行事委員会（星）

・大阪大会については，News誌５月号に予

告記事を掲載し，発表・参加申し込みが開

始された．地質情報展での会長挨拶，国際

ワークショップの講演者を７/７の行事委

員会までにまとめる，堺市からの補助金獲

得のために堺市内のホテルに多くの方に泊

まっていただきたい，等の報告と依頼が

あった．

・2013年仙台大会は，災害科学研究所との共

催は確定しているとのこと．

・2014年鹿児島大会について，西日本支部長

に実行委員会主要メンバーの決定・報告を

依頼した．

（4）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

・韓国地質学会会長 Kang-Min Yu氏に大阪

大会の招待状を送付，出席の返答あり．

（5）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（６月５日現在）．

2012年度投稿論文総数55編［総説４（和

るとのこと．

参加者は専門家だけでなく，周辺領域の方

も含めて対象とし，津波堆積物関連のアウト

リーチ等も含めた共同開催とする．

星行事委員長と伊藤慎理事，堆積学会担当

者で相談して日程，費用等を決める．

５．その他

１）Island Arc 関係

伊藤慎編集長より，編集委員会の報告が

あり，とくに，Island Arcが学会の公式英

文誌であることへの再認識，誌名の変更，

IFの減少及び投稿数の減少，一定水準の

英文確保のため校閲システムの必要性，

Editorial Advisory Board の役割の明確

化，投稿規定の改善などについて説明が

あった．

Island Arcという雑誌名では分野が限ら

れるイメージもあり，投稿も少く，インパ

クトファクターが下がり気味である．編集

委員会ならびにW-Brackwell社の了承も得

られているので，2013年からのオンライン

化に合わせて名称の変更をしたい．名称は

協賛学会員から広く公募して決めたい．

概ねについては，執行理事会として了承

し，編集委員長がEditorial Advisory

Boardの承認のもと，EAメンバーを通じ

て，協賛学会との調整を早急に行い，来年

に間に合うよう誌名変更の公募を行うこと

とする．

２）山路編集委員長より，地質学雑誌編集出

版規則一部修正の提案があり（編集出版部

会報告２）参照）了承された．次回の理事

会で報告承認とする．

３）地質学会にたいし，国内大会の問題作成

が委嘱された．天文は天文学会，気象は気

象学会が，それぞれ専門の学会が担当する．

問題作成者の人選を，担当理事と地学オリ

ンピック支援委員会に委ねることとした．

Ⅱ　報告事項

（1）運営財政部会：総務委員会（向山・

西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．ゼオライト学会より，第28回ゼオライト

研究発表会（11/29－30）の協賛依頼あり，

例年通り承諾．

２．日本第四紀学会2012年大会テーマセッ

ション「テフラ・年代測定」（８/20－21，

立正大）の共催依頼→承諾

３．日本地球化学会より，2012年度年会（９

/11－13，九州大学）の共催依頼→承諾

４．新潟大学学術情報基盤機構旭町学術資料

展示館より企画展示「佐渡の海洋生物展」

（7/14～8/31）の後援依頼→承諾

５．文部科学大臣表彰科学技術賞および若手

科学賞受賞候補者の推薦（〆切７/17，学会，

〆切７/５）→HP，geo-flash 掲載

６．埼玉県高等学校理化研究会野外巡検研修

会「宮城県仙台市周辺」の後援依頼（８/

９－10）

例年通り承諾．

文４），論説29（和文26・英文３），報告３

（和文３），ノート５（和文５）］口絵４

（和文２英文２）・巡検案内書10査読中31編

受理済み 37編（うち通常号11 特集号19 案

内書７）

・118巻５月号：特集号「東北地方太平洋沖

地震：統合的理解に向けて」（世話人：

岩森光ほか）（発行済み）

・118巻６月号：通常原稿（総説１・論説

２・ノート１・口絵１）約65ページ（校

正中）

・118巻７月号：特集号「東北地方太平洋

沖地震」その２（予定）

２）編集出版規則一部修正（C-３項）（→審

議事項へ）

現在の投稿査読システムの日付には「ヶ

月」という設定はなく「日」という期限が

設定してある．大小の月や閏年などを考え

ると３ヶ月より90日のほうが明快．修正は

以下の通り．

C．原稿の審査と採否

（現）-----（略）------- 修正を求めた原稿が

３ヶ月以上たって編集委員会に返ってきた

ときは新規投稿としてとりあつかう．

（修正）-----（略）---- 修正を求めた原稿が

90日以上たって編集委員会に返ってきたと

きは新規投稿としてとりあつかう．

つぎの理事会で報告承認．

３）特集号早期公開原稿の非会員著者への対

応

特集号掲載論文は，受理後直ちに学会

HP会員ページで会員に対しPDFを早期公

開することになっている．非会員著者は会

員ページにアクセスできないので，寄稿し

ていただいた論文のみ，早期公開のタイミ

ングにあわせて，PDFファイルを著者に

無償提供することが了承された．

４）現在，編集委員会で検討中の事項を紹介．

・非会員の投稿を認めてはどうか，地質学

雑誌に掲載された優れた記載論文，レ

ビュー論文に限った賞の検討．

・著者と編集担当者とのメールでの直接や

りとりは，必ず編集事務局にも送付する

こととした．

（6）編集出版部会：アイランドアーク編集

委員会（伊藤）

・編集状況報告

投稿数は増加傾向だが，完全原稿が少な

く，予定ページ（825p）の達成は不確定．

（7）企画出版委員会（山口）

超歴史年表（清川会員）について，修正

点等について改めて連絡した．

増刷した城ヶ島の探検マップはよく売れ

ている．三浦半島（蟹江ほか）の原稿は，

まだ，修正稿が出ていない状況．

（8）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保柳）

・受託事業，地質調査研修事業は今後，当部

会が担当することとなった．

（9）ジオパーク支援委員会（高木）

・2011年度地震火山こどもサマースクールの

会計報告があった．また，2012年度（糸魚
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渡） 中澤　西　保柳　山口

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

11名，委任状 ７名，合計 18名の出席．

Ⅰ　審議事項

１．2012年度第一回執行理事会の議事録を確

認し，了承された．

２．謝金細則・旅費細則改正案

・従来の日本地質学会受託研究謝金細則を

受託研究以外も対象とできるよう改正が

提案され，了承された．

・従来の日本地質学会受託研究国内旅費細

則を受託研究以外も対象とできるよう改

正案が提案され，旅費は実費支給するこ

とを条文に明記するよう修正し，了承さ

れた．

３．選挙規則・細則の改正，特に地方支部区

の理事選挙について現行では，地方支部区

の理事は，地方支部区代議員選挙の最高得

票者を地方支部区選出理事として，代議員

選挙と理事選挙を兼ねて実施しているが，

地方支部区理事選出には，本人の意志が反

映されないなどの問題点が指摘され，前期

理事会からの検討事項となっている．理事

は代議員による選挙で選出するという定款

の趣旨に適合化させ，かつ地方支部区理事

選出に本人の意志を反映される改正が，前

期理事会からの検討事項となっている．ま

た，先の選挙であったように，同数得票者

が出た場合の定めなどについても，次回以

降の理事会等を経て，来年度の総会に間に

合うよう，継続して審議することとした．

４．年会関連

１）学術大会巡検の一部業務委託について

学術大会巡検に関して，安全管理向上と

主催者の負担軽減のために，実施運営の

一部を仙台大会から旅行業者に委託する

提案がなされ，了承された．

２）仙台「津波堆積物ワークショップ（ト

レンチ調査を含む）」の実施可能性

仙台大会の巡検にてトレンチ掘削等を実

施し，現地観察会や関連ワークショップ

開催，剥ぎ取り標本の採取などを行うと

いうアイデアが示された．研究，教育，

アウトリーチ，プレス公開など波及効果

は大きいが，手続きや費用など，実施す

る上での問題点を詳細に検討する必要が

ある．仙台関係者と相談することにした．

３）学術大会を発展させるための改革案

（ブループリント）作り学会のメイン事

業である学術大会の発展と参加者増加を

図るため，大会改革案を検討するワーキ

ンググループ立ち上げの提案があり，そ

の方向性は了承された．メンバーの集め

方，スケジュールなど詳細はこれから検

討する．

４）「小さなESのつどい」の審査体制につ

いて

川ジオパークにて開催）の共催分担金とし

て20万円の請求があった．現在，ジオパー

ク支援委員会の刷新を検討中．JGNとの連

携を考慮した組織作りをし，理事会に諮る．

（10）地学オリンピック支援委員会（担当理

事久田）

・三重県からの申し入れをうけ，2016年世界

大会は日本開催とするため，立候補するこ

とになった．国際大会開催には６千万円ほ

どの経費が必要と予想されるが，文部科学

省および三重県からの補助金が期待できる．

・新５カ年計画で，自由研究コンテスト，基

礎地学履修者の受け入れ，国際大会参加者

のレベルアップ等を考えている．

・地質学会に国内大会の問題作成を委嘱され

た．（→審議事項へ）

（11）震災復興事業プラン検討WG（高木・

向山・藤本・斎藤）

財政担当執行理事交替による委員の入れ

替えを検討する．

（12）連携事業委員会（保柳）

・JNES柏崎震源掘削調査の技術レビュー

（平成23年度受託事業）のその後について

渡部副会長よりより，前年度事業ならび

に今後の受託事業についての概要報告があ

り，今年度からは，社会貢献部会が本件の

担当を引き継ぐことが要請された．

（13）支部長連絡会議（渡部）

（14）地質災害委員会（斎藤）

広報部会と協力して，新潟のトンネル事

故のWebサイトを作成した．

（15）地質技術者教育委員会（小嶋・山本）

第１回委員会が行われた．

中期的な問題として地球科学技術者資格

認定制度．

委員長は山本執行理事，地質学会の

JABEE窓口は天野委員．

（16）AERA（４/21号）の記事について

地質学者を誹謗する文言のある上田誠也

氏のコメント記事は，誤植であることを確

認したうえで，AERA編集部に指摘し，

AERAのWeb版に訂正を掲載させ，その

ことを会員に周知した．

2012年６月25日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会 長（代表理事） 石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞

2012年度
第２回執行理事会議事録

期　日：2012年７月14日（土）13:00～17:30

場　所：地質学会事務局

出席者：石渡会長　齋藤常務理事　伊藤　坂

口　高木　内藤　平田　星　松田　山路

山本（事務局） 橋辺

欠席者（委任状提出あり）：ウォリス副会長

（石渡） 渡部副会長（石渡） 井龍（石

学術大会の「小さなESのつどい」の審査

員（これまでは執行理事が担ってきた）の

選出について検討し，大阪大会から地学教

育委員会が理事に委嘱することとした．

Ⅱ　報告事項

（1）運営財政部会：総務委員会（西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．科学教育研究協議会より，第59回全国研

究大会（８/３-５，鳥取県米子市）の後援

依頼，例年通り承諾

２．蒲郡市生命の海科学館より地質学会の惑

星地球フォトコンテスト入賞作品展開催

（９/29-11/４）の共催依頼と第１回～３回

までの入賞作品の貸出しの依頼あり，承諾

３．第38回リモートセンシングシンポジウム

（11/２）の協賛依頼，例年通り承諾

４．第６回地殻応力国際シンポジウム，

RS2013の後援依頼が同組織委員会（伊藤高

敏委員長，東北大学）よりあり，承諾

５．女性科学者に明るい未来をの会より，

「猿橋賞」の公募（推薦〆切11/30，学会〆

切10/31）→HP,geo-flash，News掲載

６．テクノオーシャンネットワークより，第

２回「海のフロンティアを拓く岡村健二賞」

公募通知あり（〆切８/31）→HP，geo-

flash，News掲載

７．沖縄協会より，「第34回沖縄研究奨励賞」

の公募（７/15-９/30，学会〆切８/31）→

HP，geo-flash，News掲載

８．東レ科学技術賞および東レ科学技術研究

助成の公募（10/10〆切，学会〆切８/31）

→HP，geo-flash，News誌に掲載

９．朝日新聞文化財団より朝日賞の推薦依頼

（〆切８/31，学会〆切８/10）→HP，geo-

flash，News誌に掲載

＜その他＞

１．東北大学図書館より3.11震災関係の出版

物収集について，当学会にも寄贈依頼があ

り，これまでの関連記事や地質学雑誌特集

号を送った．今後，出版されるものについ

ても同様とする．

２．日本水環境学会より市民セミナー「大震

災以後の水環境」開催（８/３）およびシ

ンポジウム（９/10-12）のお知らせ．

３．挨拶状：土木学会（新会長；末岡徹），

地盤工学会（新会長；小野武彦），石油技

術協会（新会長；山本一雄），石油遡源開

発㈱・日本海洋石油資源開発（石油資源会

長；棚橋祐治，両社社長；渡辺修）

＜会員＞

１．入会者（79名）

正会員（16名）桑原保人　後藤孝介　

石川剛志　Ulziiburen Burenjargal

阿部寛信　鹿山雅裕　佐藤　誠　

佐藤亮介　出口　満　名取和香子　

笠谷貴史　越後拓也　星野美保子　

玉置真知子　島津　崇　中谷咲子

正〔院割〕会員（60名）

Ranaivoson Marinah A. 会田美佳

青木翔吾　荒井　幸　井形瑛梨　
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表的論文等も示してもらう．１セッション

２名までの招待を可能とし，会員・非会員

の種別を問わない．招待講演は講演数上限

にカウントされない（招待講演者が別に１

件発表する場合，負担金は不要）．世話人

が「自分を招待する」ことは認めない．１

セッション当たりの上限時間や２件目の負

担金については今後検討する．

・大阪大会緊急展示についてニュース誌，大

会ホームページ， geo-Flashで周知する．

・大阪大会にて地学教科書を展示する．ポス

ター会場にて中学理科および高校「地学基

礎」の教科書とその解説を展示する．担当

は地学教育委員会．

・津波堆積物ワークショップを堆積学会と共

催で 10/６-８日に三重，和歌山地域で実

施する．巡検も合わせて実施する．

（4）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

・日韓交流会議について．2007年の協定締結

以来，交流事業を継続してきた．協定期間

は５年間で，今年の10月で切れるので，継

続を協議する

（5）学術研究部会：その他

・専門部会として，地球環境変動部会の設立

が準備されつつあり，９月の理事会に提案

する．

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（７月11日現在）．

・2012年度投稿論文総数 67編［総説 ４

（和文４），論説36（和文33・英文３），

報告６（和文６），ノート５（和文５）］

口絵６（和文３英文３）・巡検案内書 10

・査読中　40編受理済み 33編（うち通常

号 15特集号 18）

・118巻７月号：特集号「東北地方太平洋

沖地震：統合的理解に向けて（その２）」，

通常号原稿２編（約62頁・校正中）

・大阪大会巡検案内書入稿中．118巻８月

号に補遺として CD-ROMを配布予定

・副編集委員長の任期が５月までだった

が，岩森氏は留任となり，山路に代わっ

て熊本大学の秋元和實氏が副委員長に就

いた．岩森氏と秋元氏が副委員長という

体制で，６月から業務を行っている．

（7）編集出版部会：アイランドアーク編集

委員会（伊藤）

・編集状況報告

・2011年 IF：1.012若干低下

・雑誌名の変更について．E d i t o r i a l

Advisory Boardを含めて議論中．変更す

る場合，早くて2014年から．

（8）企画出版委員会（山口）

１）超歴史年表の修正案が著者らから提出．

企画出版委員会で検討中．

２）文科省から「一家に一枚」ポスター募集

への応募について地球史年表でリベンジを

期し，再応募する．前回の落選の反省を活

かし，重要なコンセプトを上手に審査員に

伝えたい．

３）津波堆積物に関するリーフレットについ

池田知也　伊藤優花　井上佳春　

梅田隼人　大川真弘　大辻奈穂　

上ノ山晴貴　神原悠里　菊地一輝　

木野雅史　小池祐貴　越智真人　

越田渓子　近藤洋裕　坂田周平　

佐古恵美　笹沼貴弘　渋谷小春　

千徳明日香　高橋智佳史　田口知樹

竹村健人　谷岡裕大　多良賢二　

内記　慧　中尾泰斗　中村佳博　

仁井谷覚　西田昴広　西脇　伸　

野崎謙治　野間恵理子　橋本俊太　

橋本昌美　濱田早苗　浜橋真理

原川朋矢　久谷航平　広瀬鉄平

福村成哉　星野雄多　前田純伶

松村太郎次郎　三浦知督　三宅由洋

村上　周　木林和美　百瀬あずさ

森なつみ　森部陽介　吉田尊智

和田純一

正〔学部割〕会員（３名）

倉冨　隆　澤畑優理恵　潮崎翔一

２．退会者（６名）正会員（６名）：上岡周

平，右近さよ，南須原美恵，松田勇人，長

友晃夫，沼田直樹

３．逝去者なし

４．６月末日会員数賛助：26，名誉： 73，

正会員： 3907，正会員： 3776，正（院割）

会員：124正（学部割）会員：７，合計

4006（昨年比 －131）

＜会計＞

・第13回地震火山こどもサマースクール（糸

魚川）に共催分担金 20万円を支出

・地学オリンピック日本委員会より年間協賛

金の要請あり（１口５万円６口分），例年

30万円支出．地質学会としても積極的にコ

ミットする．

・大阪大会講演要旨見積り：300p，800部，

予算 65万円内外の見込み（昨年並み）．印

刷部数は，事務局が最終的な参加者等をみ

て判断する．

（2）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・ジオルジュの宣伝のため，教員向けの科学

教育研究協議会の大会で配布（500部）する．

・大阪大会プレスリリース準備中．geo-

Flashにて自薦他薦の募集をする．

（3）学術研究部会：行事委員会（星）

・JpGUの次期プログラム委員として本学会

より大坪会員（正），星理事（副）を選出．

・大阪大会には全体で 568件の発表応募．新

設のアウトリーチセッションには 11件の

申し込み．プログラム編成と要旨校閲の作

業中．堺観光コンベンション協会からの補

助をうけるため，堺市内での宿泊を呼びか

ける．

・仙台大会は東北大理学研究科とも共催．巡

検コースを検討中．

・トピックセッションの招待講演に関して行

事委員会より次の提案があった．招待講演

者の講演時間を世話人の裁量で15分また

は30分に選択できるようにする．セッショ

ン応募時に招待理由を詳説してもらい，代

て伊藤理事を通じ，日本堆積学会の方々と

共に，企画を進める方向となった．

４）その他，三浦半島リーフ等について企画

出版委員会にて審議中．

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保柳）

・2012年度「地質の調査研修」事業の参加者

募集開始

・地質の日イベントとして野外散策企画を実

施した．

（10）ジオパーク支援委員会（高木）

・世界ジオパーク隠岐の島申請し現在審査

中，来年は阿蘇が世界ジオパークに申請目

指す．

（11）地学オリンピック支援委員会（久田・

平田）

・第４回委員会議事録地学オリンピック日本

委員会からの要請に応じ，支援委員会が

作問委員の人選を進める．支援委員会が

作問委員会の試験問題を評価し，問題の

質の更なる向上を目指す．

（12）震災復興事業プラン検討WG（高木・

西・藤本・斎藤）

・geo-Flash，ニュース誌にて事業プランの

募集中．

（13）連携事業委員会（保柳）

（14）支部長連絡会議（渡部）

・大阪大会にて連絡会議開催の予定．

（15）地質災害委員会（斎藤）

・梅雨末期の雨に警戒しつつ調査実施の注視

警戒必要性を

（16）地質技術者教育委員会（山本）

・大阪大会夜間小集会にてJABEE，フィー

ルドワーク等検討する

（17）各賞選考委員会

・９月の理事会で選考委員会を開催し委員長

を正式に決定し，今年の選考準備を進める．

（その他）

・年会の“就職支援プログラム”において，

地質系学生・院生向けに専門業界の紹介や

周知活動を進めるが，採用選考に関する経

団連の倫理憲章（広報・選考活動の開始時

期，内定日等の取り決め）を踏まえて実施

する．

・地質図関連の日本工業規格JIS（A-0205）

が発行された．時代表記，断層や境界線の

表記，地質図の製図が標準化されたので，

周知に努める．

・IGCブリスベンにて開催されるIUGSの会

議に出席する日本代表の紹介があった．

・日本地質学会の英語名称（Geolog ica l

Society of Japan）の略称について検討し

た経緯説明があった．

2012年８月20日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会 長（代表理事） 石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞

　　　中谷　剣　常　昱　戸部航太
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橋本光男先生のご逝去を悼む

本会名誉会員橋本光男先生には，平成24年８月16日，87
才で肺炎のためご逝去されました．謹んで哀悼の意を表し
ます．

先生は大正14年６月30日に東京都中央区にご誕生になり，
昭和24年東京大学理学部地質学科をご卒業後，第１回国家
公務員試験に合格され，人事院に勤務されました．昭和25
年より国立科学博物館地学研究官として勤務され，戦後の
国立科学博物館の発展に尽くされました．昭和41年には東
京大学で理学博士を取得されています．同年には地学研究
部地学第一研究室長になられています．また，国立科学博
物館での研究のかたわら，東京大学や東京都立大学などで
教育に携わり，多くの研究者を育てられています．この間，
日本各地の著名な地質学者と親交を深めておられ，後の岩
波講座「地球科学15：日本の地質」の編纂に結実されてい
ます．また，東京大学卒業の多くの地質学者と長く親交し
ておられ，特に故都城秋穂氏とは亡くなられる直前まで書
簡のやりとりをされていました．

昭和57年４月には茨城大学理学部地球科学科教授となら
れ，平成３年３月にご退官されるまで，茨城大学で教育と
研究に携わられました．その間，昭和62年から評議員に，
平成元年からは理学部長になられています．

先生は一貫して変成岩の研究に取り組まれ，中国地方の
三郡変成岩類の研究を皮切りに，パンペリー石アクチノ閃
石片岩相の研究，チャートと石英片岩の研究，変成玄武岩
類の岩石化学的研究，変成帯論，アクリーションテクトニ
クスとプレートテクトニクス論と研究を広げてこられまし
た．特に三郡変成帯が高圧変成帯であることを明らかにさ
れたこと，パンペリー石アクチノ閃石片岩相を発見された
ことは，世界的に高く評価されました．私にとっては博物
館時代の先生との接点は少なかったのですが，博士論文の
とりまとめにあたって，緑色岩の岩石化学的研究には多く
の示唆を受けました．また，変成帯論を学会特別講演で拝

聴した時は大変感激したことを覚えています．
変成岩類中の造岩鉱物の研究も卓越した視点で展開され，

スティルプノメレン，紅れん石，単斜輝石，アクチノ閃石，
バロワ閃石，リーベッカイト，Mn角閃石，プレーナイト，
方沸石などの安定性について研究されております．変成岩
中のこれらの鉱物の研究では世界をリードされていました．
特にチャートと石英片岩中における変成鉱物の安定性の研
究は先生の独壇場でした．

茨城大学に移られてからは，学生と一緒に宿泊して
フィールドワークに励まれ，関東山地三波川帯や御荷鉾帯，
中部地方領家帯や三波川帯，紀伊半島三波川帯などで研究
成果を上げられております．学生，特に女子学生の指導に
は熱心で，スタート間がない茨城大学地球科学科の変成岩
研究レベルを一気に上げていただきました．私も先生が茨
城大学に来られてから共同研究を始めることができ，先生
の理解を得て，私の石墨化度の研究も一段と進みました．
中部地方三波川帯や関東山地三波川帯で一緒に野外調査し，
議論したのが大変なつかしく思い出されます．関東山地三
波川帯の研究では詳細な地質調査により熱構造の不連続を
示唆するモデルを提案され，これを故都城氏が高く評価さ
れてShuffled-card structureと命名されました．この研究に
より学生とともに平成６年日本地質学会論文賞を受賞され
ております．私もこの恩恵に浴しました．

また，先生は次の４つの図書と地図，「岩波講座，地球科
学15，日本の地質（1980）」，「Accretion tectonics in the
circum-Pacific regions（1983）」，「日本の変成岩（1987）」，

「Geology of Japan（1990）」，「Metamorphic facies map of
Japan（1970）」を出版され，日本の変成岩の研究や地質学
の進展に寄与されました．特に日本の地質および地質学研
究を世界に紹介することに多大な努力をされ，大変大きな
貢献をされました．以上の研究により，平成10年には日本
地質学会名誉会員になられております．また，平成13年に
日本岩石鉱物鉱床学会より渡邉萬次郎賞を受けられており
ます．先生にとっては，平成21年の日本地質学会岡山大会
での「都城秋穂氏の著書」と題した講演が最後の研究とな
りました．

先生は昭和18年８月に洗礼を受けられて以来，クリス
チャンとしての信仰を深めておられました．茨城大学を定
年退官後は教会の長老職を努めるかたわら，西欧の教会を
定期的に訪ね歩いておられたようです．本年（平成24年）
４月まではお一人で外出されるなどしておられましたが，
外出中に転倒して頭部に怪我をされ，入院してから体力の
衰えが目立ち始め，７月に誤嚥性肺炎を起こされました．
一時回復されたのですが，突然容態が悪化し，お亡くなり
になられました．茨城大学に勤務しておられた時は単身赴
任されており，お酒を飲み過ぎて怪我をされたり，舌禍事
件を起こしたりとハラハラしたこともありましたが，普段
はクラシック音楽談義とおいしいコーヒーを楽しまれてい
たことを思い出します．柔らかなで端正な容姿からは想像
できない厳しい面をお持ちの先生でした．私にとっては茨
城大学に来られてからご指導を受けましたが，大変影響を
受けた先生のお一人でした．先生のご遺影にお礼申し上げ
るとともに，先生のご冥福をお祈りいたします．

なお，ご遺族（ご長男，純さん）は東京都練馬区桜台に
住んでおられます．

（田切美智雄）

追　悼



ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方

は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒340円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒340円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒290円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒340円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒340円．
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒340円．
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）
日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員価格500円（非会員600円）

国立公園地質リーフレットたんけんシリーズ（20部以上購入の場合割引あり）
１．箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員価格300円
２．屋久島地質たんけんマップ―洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい―　2009年３月発行　会員価格300円
３．城ヶ島たんけんマップ―深海から生まれた城ヶ島―　2010年９月発行　会員価格300円

国立公園地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

講演要旨集ほか
第117年学術大会講演要旨（2010年富山） 会員頒価4,000円，〒500円
第117年見学旅行案内書（2010年富山） 会員頒価2,800円，〒500円
第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
第114年学術大会講演要旨（2007年札幌） 会員頒価4,000円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知．見学旅行案内書は，2003年静岡，
2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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